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神
仏
習
合
理

論
の

変
容

1
中
世
か

ら
近

世
へ

ー

伊

藤

聡
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〈
論
文
要
旨
〉

　
神
仏
習

合
の

現

象
は

、

平
安
時
代
に

至
り

本
地
垂
迹

説
の

成
立
を

見
る
が、

そ

れ

が

中
世
に

お

い

て

ど

の

よ
う
に

変
容
し
て

い

っ

た

か

　
を

跡
づ

け
よ

う
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

中
世
に

お

け
る
本
地
垂

迹
説
の

浸

透
に

よ

っ

て
、

神
観
念
は
さ

ま

ざ
ま

に

変
化
し
た
が

、

そ

の

な
か

で

も

神
が

　
人

間
の

心
に

内
在
す
る

と

考
え
ら
れ

る
よ

う
に

な

っ

た
の

が
、

最
も

大
き
い

変
化
だ

っ

た
。

即
ち
、

本
地
垂

迹
と

は
、

仏
が

内
な
る

神
11
心
と

し
て

顕

　
現
す
る

こ

と

で

あ
り、

し
か

も

煩
悩
に

ま
み

れ

た

わ
れ
わ
れ
の

本
源
的
姿
た
る

蛇
身
と

し
て

あ
ら

わ
れ
る

と

見
な

さ

れ
た
の

だ

っ

た
。

そ
こ

に

は、

中

　
世

神
道
が

罪
業
と
救
済
の

信
仰
を

指
向
す
る

も
の

だ

っ

た

こ

と

を
示

す
。

と

こ

ろ

が
、

申
世
後
期
以

降、

人

間
の

内
な
る

「

悪
」

へ

の

ま
な
ざ
し
は

薄

　
れ

、

吉
田

神
道
に

み
ら
れ
る

よ

う
に、

楽
天
的
・

肯
定
的
な

観
念
へ

と

変
貌
し
て

し

ま

う
。

そ

し
て

そ

れ
が
、

近

世
神
道
の

基

盤
を

形
作
る
こ

と
に

な

　
る
の

で

あ
る

。

〈
キ
ー

ワ

ー

ド
〉
　
神
仏

習
合

、

本
地

垂
迹、

中
世
神
道、

権
神
・

実
神

、

心
・

神
一

体
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問
題
の

所
在

神
仏

習
合
の

形
成
過

程
に
つ

い

て
、

　

　
　

　
　

（
↓

嘗
て

辻

善
之

助
は

、

神
明
は

仏
法
を

悦
ぶ

…

神
明
は

仏
法
を
擁

護
す

る

…

神
明
は

仏
法
に

よ

り

て

業
苦

煩
悩
を
脱
す

る・
．・

神
明
は

衆
生

の
一

で

あ
る・
。・

　

勸

神

明
は

仏
法
に

よ
り
て

悟
り
を

開
く
…

神
即
ち

菩
薩
と

な
る
・

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
侶

：

神
は

さ

ら

に

進
ん

で

仏
と

な

る
：

神
は
仏
の

化
現
し

た

も
の

で

あ
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と

い

っ

た

段

階
的
発
展
の

図
式
を

提
出
し

た
。

神
身

離
脱
↓

護
法

善
神
↓
菩
薩
と

し

て

の

神
↓
本
地
垂
迹
と

、

次

第
に

神
が

そ

の

地

位

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
燭

を

上

昇
さ

せ

て
い

く
と
い

う

見
解
は

、

多
く

の

論
者
に

よ
っ

て
、

基

本
的
に

受
け

入

れ
ら
れ

た

が
、

そ
の

後
の

研

究
史
の

な

か

で
、

幾

つ

か

の

重
要
な

異
論

奮
さ

れ

た
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

（
2）

　

先
ず、

辻
の

単
線
的

発
展
モ

デ

ル

に

対
し

て
、

田

村
圓
澄
は

、

護
法
善
神
と

し

て

の

中
央
神
と

、

神
身
か

ら
の

抜
苦
離
脱
を
願

う
地

方

神
と

い

う
カ

テ

ゴ

リ
ー

を
立
て

、

古

代
国
家
と

結
び
つ

い

た

中
央
神
が

鎮

護
国
家
仏
教
を

翼
賛
す
る
い

っ

ぼ
う
で

、

民

衆
の

問
に

あ

る

地

方
神
が

仏
教
に

屈
服
せ

ら

れ

て

い

く
、

と
い

う

複
線
的
な
過

程
の

な

か

に
、

神
仏

習
合
の

展

開
を

見
よ

う
と

し

た
。

　
田

村
の

理

解
は

、

辻
と

同
様

、

基

本
的
に

日

本
の

な

か

に

神
仏
習
合
を

生
み

出
す
融

和
的
な

宗
教

風
土
が

あ
る

こ

と

を

前
提
と

し

て

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
3）

い

る

が
、

そ

れ

に

対
し
て

、

神
身
離
脱
や

護
法
善

神
を

外
来
的
な

思
想
と

考
え
た

の

が
、

津
田

左
右
吉
で

あ
っ

た
。

彼
は

、

こ

の

よ

う

な

信
仰
は

日

本
の

神
祗

信
仰
と

は

全
く

異
質
な

も
の

で
、

仏
教

者
の

内
部
に

お

い

て

発
想
さ

れ

た

も
の

だ
と

主
張
し

た
。

こ

の

見

解
は

　
　

　
　
　

　〔
4）

近

年
、

吉
田
冖

彦
に

よ
っ

て

深
め

ら

れ
、

神
仏

習
合
を

、

東
ア

ジ
ア

圏
に

お

い

て

広
範

囲
に

見
ら
れ

る
、

仏
教
が

土

着
信
仰
の

摂

取、

融

合
し

て

い

く

際
の

共

通
し

た

現

象
と

し

て

把
握
す

る

方
向
へ

向
い

つ

つ

あ
る

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
5）

　

右
に

触
れ

な

か
っ

た

諸
家
も

含
め

、

神
仏
習

合
を

め

ぐ
る
一

連
の

議
論
は

、

お

お

む

ね

古
代
を

中
心
と

し

た
も
の

で

あ

り、

中

世
以

降
の

状
況
に

つ

い

て

は
、

等
閑
視
さ

れ

る

き

ら

い

が

あ
っ

た
。

こ

れ

に

対
し

、

中
世
の

視
点
か

ら

辻
の

図
式
に

異

論
を

唱

え

て

い

る

の

　
　

　
　（
6）

が

中
村
生

雄
で

あ
る

。

中
村
は

、

中

世
に

お
い

て

「

苦
し

む

神
」

と
い

う

神
身

離
脱
的

観
念
（

実
類

神
・

実
社
神
）

が

存

在
し

続
け

て

お

り
、

垂
迹

神
（

権
神
）

の

観
念
と

と

も

に
、

中
世
の

神
観
念
の

カ

テ
ゴ

リ

ー

を

構
成
し

て

い

た

こ

と

を

指
摘

、

辻
の

神
の

発
展

図
式

が

中
世
に
お

い

て

成
り
立
た

な
い

こ

と

を

提
示
し

た
。

　
さ

ら

に

中
村
は

、

中

世
に

お
い

て

は
、

権
実
の

区
分
を
截

然
と

し

よ

う
と

す

る

指
向
が

あ
る

い

っ

ぼ

う
で
、

肉

食
・

蛇

身
故
に

苦
し

N 工工
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神仏習合理論 の 変容

む
実

類
神
も

ま

た

仏
菩

薩
の

垂
迹
と

す
る

理

解
も

広
く

存
在
し

、

そ
こ

に

煩
悩
に

ま

み

れ

た

凡
夫
の

苦
を

引
き

受
け

ん

と

す
る
、

仏

菩

薩
の

救
済
の

中
世
的
論
理

を

見
い

だ

し

て

い

る
。

　
本
稿
は

、

中
村
の

議

論
を

踏
ま

え
つ

つ
、

中
世
に
お

け
る

神
仏
習
合
の

推
移
と

変
容
を

辿
り

、

そ
れ
が

如
何
に

し

て

近

世
に

至
っ

た

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
7）

か

を
、

あ
ら

た

め

て

考
え

よ

う
と

す

る

も
の

で

あ
る

。

　
　

　

　
一

　
権
神
と

実
神

　
辻

善
之

助
の

、

神
身

離
脱
を
願
う

苦
し

む

神
か

ら
垂

迹
神
へ

と

い

う

神
観
念
の

発
展
図
式
に

反
し
て

、

中
世
初
期
に

お
い

て

も
っ

と

も
一

般
的
で

あ
っ

た

神
の

分
類
は

、

両
者
が

併
存
す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

そ

れ

を

端
的
に

示
す

の

が
、

法
然

門
徒
へ

の

興
福
寺
衆
徒
に

よ

る

弾
劾
文
た

る

『

興

福
寺
奏
状
』

（

元

久
二

年
〔

一

二

〇
五
〕

成
立）

の
冖

条
「

第
五

背
二

霊

神一

失
」

で
、

神

明
を

「

権

化
垂

迹
」

と

「

実
類
鬼
神
」

と

に

分
か

つ

理

解
が

明
確
に

示
さ

れ

て

い

る
。

　
　

念
仏
の

輩
、

永
く

神
明
に

別
る
、

権
化

実
類
を

論
ぜ

ず
、

宗
廟

大
社
を

憚
ら
ず

。

も

し

神
明
を
恃
め

ば
、

必
ず
魔
界
に

堕
つ

と

云

　
　
云

。

実
類
の

鬼
神
に

お

い

て

は
、

置
い

て

論
ぜ

ず
。

権
化
御
垂

跡
に

至

つ

て

は
、

既
に

是
れ

大
聖

な

り
、

上

代
の

高
僧
皆
以
て

帰

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
〔
8）

　
　

敬
す

。

…
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

原
漢
文）

　
本
状
を

起
草
し

た

の

は

笠

置
上

人

貞
慶
（
一
一

五

五

1
一

二
一

三
）

で

あ
る

が
、

右
の

文
言
に

て

も

分
か

る

ご
と

く
、

そ

の

神
祗
信
仰

　
　

　

　
　

　

　
　

（
9）

は

篤

実
な

も

の

で

あ
っ

た
。

興

福
寺
出
身
者
と
し

て
、

春
日

大
明
神
を

深
く

信
仰
し

て
い

る

の

は

当
然
な

が

ら
、

さ

ら

に

は

伊
勢
神
宮

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
（
10）

へ

の

崇
拝
も

篤
く

、

神
宮
へ

大
般
若

経
を

収
め

た

厨

子
を

奉
納
し

た

と
い

わ

れ
、

ま

た

建
久
六

年
（

一
一

九
五
）

に

は
、

重

源
の

慫

慂

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

（
11）

に

よ

り
、

内
宮
近

く
に

あ
っ

た

菩
提
山
寺
に

お

け

る

神
宮
法
楽
の

た

め

に

法
会
の

導

師
を

務
め

て
い

る
。
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但
し
い

う
ま

で

も
な
く

、

貞
慶
の

神
祗
信

仰
は

そ

の

仏
教

者
と

し

て

の

信
仰
態
度
と

直
結
し
て

い

た
。

こ

の

こ

と

は
、

熱

烈
な

釈
迦

信
仰
の

持
ち

主
だ
っ

た

彼
が
、

春
日

大
明
神

第
一

殿
の

本
地
を

、

通
例
の

不
空

羂
索
観
音
で

は
な

く
、

敢
え

て

釈
迦
如
来
と

見
な

し

て

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
12）

い

た
こ

と
に

如
実
に

あ
ら

わ

れ
て

い

る
。

だ

か

ら
、

「

権
化
垂

迹
」

で

あ
る

こ

と

が

信
仰
の

前
提
で

あ
り

、

「

実
類

鬼
神
」

と

は

截
然
と

区
別
さ
れ
な

く
て

は

な

ら

な

か

っ

た
。

　

実
の

と
こ

ろ
、

本
地
垂

迹
説
の

広
範
な
拡
が
り

に

も

拘
わ

ら

ず、

そ

の

埒
外
に

多
く
の

実
類

神
の

存
在
を

認
め

る
こ

と

は
、

貞
慶
に

限
ら

ず
、

中
世

前
期
の

共
通
し

た

理

解
だ
っ

た
。

例
え

ば
、

中
世
の

曹
洞

宗
の

僧
徒
の

伝
記
に
は

、

土
地

神
を
化

度
し

て

そ

の

地
に

仏

宇
を

建
立
し

た

と

か
、

神
に

授

戒
し

て

護
法

神
と

な

し

た

と

か
、

悪
霊
・

妖

怪
を

帰
服
さ

せ

た
と

か

い

う
説
話
が

多
く
伝
え

ら
れ

て

い

　（
13）

る

が
、

こ

れ

ら

は

実
類

神
に

相

当
す

る
。

し

か

も
、

こ

れ
ら

の

化
度
譚
は

、

奈
良
時

代
の

神
身

離
脱
の

説
話
と

、

話
型

が

ほ

ぼ

同
じ

で

あ
る

。

　

権
神
と

実
神
の

区
別
や

、

実
神
を

崇
拝
す
る
こ

と

の

是

非
を

め

ぐ
っ

て
、

詳
し

く

説
い

て
い

る

の

が
、

親
鸞
の

曾
孫
だ
っ

た

存
覚

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　（
14）

（
】

二

九
〇
1
一

三

七
三
）

の

『

諸
神
本
懐
集
』

で

あ
る
（

正

中
元
年

〔

一

三

二

四
〕

成）
。

彼
は

神
々

を

「

権
社
ノ

霊

神
」

「

実

社
ノ

邪
神
」

と

に

分
か

ち
、

前
者
を

「

往
古
ノ

如
来

、

深

位
ノ

菩
薩

、

衆
生
ヲ

利
益
セ

ン

ガ

タ

メ
ニ
、

カ

リ
ニ

神
明
ノ

カ

タ

チ

ヲ

現
ジ

タ
マ

ヘ

ル
」

存
在、

後
者
を
「

如
来
ノ

垂
迹
ニ

モ

ア

ラ
ズ

、

モ

シ

バ

人

類
ニ

テ

モ

ア
レ
、

モ

シ

バ

畜
類
ニ

テ
モ

ア
レ

、

タ
・

リ

ヲ

ナ

シ
、

ナ

ヤ
マ

ス

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
（
15）

コ

ト
ア
レ

バ
、

コ

レ

ヲ

ナ

ダ
マ

ン

ガ

タ
メ
ニ

神
ト

ア

ガ

メ

タ
ル

タ

グ
ヒ

」

と

定
義
す

る
。

　

本
書
の

意
図
は

「

権
社
ノ

霊

神
ヲ

ア

カ
シ

テ
、

本
地
ノ

利
生
ヲ

タ
ウ

ト
ブ
ベ

キ
コ

ト

ヲ

ヲ
シ

へ

」

、

さ

ら
に

「

実
社
ノ

邪
神
ヲ

ア
カ

シ

テ
、

承
事
ノ

オ

モ

ヒ

ヲ

ヤ

ム

ベ

キ

ム

ネ
ヲ

ス
・

メ
」

る
こ

と

で
、

権
化
た

る

「

諸
神
ノ

本
懐
ヲ

ア
カ

シ

テ
、

仏
法
ヲ

行
ジ

、

念
仏
ヲ

修
ス

ベ

キ

オ
モ

ヒ

ヲ
シ

ラ

シ

メ
」

る

こ

と

で

あ
る

。

一

般
的
な

神
祗
信
仰
と

妥

協
し

つ

つ
、

自
宗
の

念
仏
信
仰
を

貫
徹
す
る

に

は
、

権
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社
の

神
と

実
社
の

邪
神
と

を

明
確
に

区
別
す
る
こ

と

は

不
可

欠
で

あ
り

、

具
体
的
な

神
名
を

掲
げ

、

そ

の

本
地

仏
を
列

挙
し

て
い

く

本

書
の

内
容
は
、

何
が

権
社
神
で

あ
り

、

何
が

実
社
神
で

あ
る

か

を
、

知
る

た

め

の

実
用

的
目
的
に

沿
っ

た

も

の

で

あ
っ

た
。

　

存

覚
が

『

諸
神
本
懐
集
』

執

筆
に

際
し

て

参
考
に

し

た

の

が
、

浄
土

宗
多
念

義
の

隆
寛
の

弟
子
信
瑞
（
？
ー
一

二

七

九）

が

著
し

た

　

　
　
　

　
　
　

　
　（
16）

『

広

疑
瑞
决
集
』

で

あ
る
（
建
長
八
年

〔

一

二

五
六
〕

成）
。

本
書
は

俗
人
で

あ
る

武
士
の

二

十
五

条
に

亘
る

、

念

仏
信

仰
と

神

祗
崇

拝
に

関
す
る

質
問
に

答
え

た

も
の

で

あ
る

。

こ

の

武
士

は

上

原
敦

広
と
い

い
、

鳥
獣
を

殺
し

て

神
前
に

捧
げ
る

諏

訪
神
に

仕
え
る

諏
訪
氏
一

門
の

者
で

あ
る

。

彼
は
、

殺
生
と

信
仰
の

問

題
を

巡
っ

て
、

多
く

の

質

問
を

発
し

て

い

る
。

本
書
の

な

か

で

信
瑞
は

、

神
々
一

般

を

「

廟

神
」

と

呼
び

、

本
身
は

蛇
身
で

あ
っ

て
、

そ

れ

を

信
仰
す

る

者
も
ま
た

蛇
身
を

受
く
と

説
く

。

　

　

今
世
間
に

処
々

に

な
に

が

し
の

大
明

神
と
い

は

る
》

廟

神
は
、

内
証
を
ば
し

ら

ず
、

外
相
は

正

し

く
蛇

身
な

り
。

…

神
道
の

因
果

　

　
を
思

ふ

に
、

宿
縁
あ
る

者
は

、

今
生
に

霊

廟
の

神
民
と

な

る
。

な
れ
る

者
の

ね

ん

ご
ろ

に

事
る

は
、

現

世
に

神
恩
を

か

う
ぶ

り
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

（
17）

　

　

後
生
に

は

蛇
身
を

受
く
べ

し
。

…

処
々

の

禰
宜

祝

等
の

多
く
蛇
身
を

う
け
り
と

聞
こ

ゆ

る

は
、

大
き
に

こ

の

義
な
り

。

（

巻
第
三
）

　
ど

の

よ

う
に

す

れ

ば
、

蛇
身
を

免
れ

る

か

に
つ

い

て
、

「

正

く
は

其
の

社
の

本
地
に

帰
し

、

傍
ら

に

ね

ん

ご

ろ

に

弥
陀
の

名
号
を

唱

へ

し
」

と

説
く

。

つ

ま

り

神
に

仕
え
る

に

際
し

、

そ

の

本
地
の

存
在
を
忘
れ

る

こ

と

な

く
、

そ

れ

に

加
え
て

念
仏
を

唱
え
れ

ば
、

免
れ

る

と

い

う
の

で

あ

る
。

信
瑞
に

と
っ

て
、

本
地
垂

迹
は

、

飽
く

ま

で

二

次

的
な

済

度
の

便
法
に

過

ぎ
な

か

っ

た
。

　

　
そ

れ

諸
仏
菩
薩
の

済
度
方
便

、

二

門
の

不
同
あ
り

。

一

に

は

折

伏
門

、

二

は

摂
受

門
な

り
。

摂
受

門
と

は
、

諸
仏
菩
薩
の

本
地
の

　

　

化
道
な
り

。

人
利
根
に

し

て
、

因
果

明
ら
か

な

る

国
に

は
、

本
地
の

功
徳
を
の

べ

た

る

経
法
を
以
て

済
度
し

玉

ふ

に
、

煩
な

き

故

　

　
に
、

天
竺

震
旦

即
ち

其
の

国
也

。

折
伏
門
と

は

聖

教
に

暗
し

て
、

因
果
に

ま
ど
へ

る

も

の
〉

為
に

、

賞
罰
を

顕
し
て

、

縁
を

む

す

　

　
ぼ
し

め

玉

ふ
。

日

本
国
即
是
也

。

所
謂
君
の

御
為
に

は

大
神
と

な
り

、

民
の

為
に

は

小

神
と

な
り
て
、

蘋
繁
鼓
笛
い

さ
Σ

か

の

縁
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（
18V

　

　
を
も

て

八

相
成
道
の

大
き

な

る

基
と

せ

ん

と

な

り
。

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
（
同
）

　
日

本
国
の

劣
機
の

衆
生
に

相
応
し

た

姿
を
以

て

顕
現
し

た

の

が

神
で

あ
る

と

い

う
主

張
は

、

同
時

代
の

鴨

長
明

『

発
心

集
』

に
、

「

諸
仏
菩
薩

、

悪

世
衆
生
の

辺

卑
の

さ

か

ひ
（

日

本
の

こ

と

ー

引
用

者
注）

に

生

れ
、

無

仏
の

世
に

ま

ど

ひ

て

浮
ぶ

方
な
か

ら

ん

事
を

か

ん

が

み

給
ひ

て
、

我
が

機
に

か

な
は

む

為
に

、

い

や
し

き

鬼
神
の
つ

ら

と

な
り

給
へ

ば
、

か

つ

は

悪
魔
を

従
へ

、

仏
法
を

守
り

、

か

つ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
19）

は

賞
罰
を

あ
ら

は

し

て
、

信
心

を

発
さ

し

め

た

ま

ふ
」

（

巻
八

跋
文〉

と

あ

り
、

無
住
『

沙

石

集
』

に
、

「

我
国
ハ

粟

散
辺

地

也
。

剛

強

ノ

衆
生

因
果
ヲ

シ

ラ

ズ
、

仏
法
ヲ

信
ゼ

ヌ

類
ニ

ハ
、

同

体
無

縁
ノ

慈

悲
ニ

ヨ

リ
テ

、

等
流

法
身
ノ

応
用
ヲ

タ
レ

、

悪
鬼
邪

神
ノ

形
ヲ

現

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
20V

ジ
、

毒
蛇
猛
獣
ノ

身
ヲ

示
シ

、

暴
悪
ノ

族
ヲ

調
伏
シ

テ
、

仏
道
二

入
レ

給
フ
」

（
巻
一

「

出
離
ヲ

神
明
二

祈
ル

事
」

）

と

あ
る

く
だ

り
な
ど

と

共
通
す
る

も

の

で

あ
る

。

ま

た
、

「

神
明
ノ

マ

コ

ト

ノ

御
コ

・

ロ

バ

、

垂

迹
ヲ

ア

ガ

メ

ラ

レ

ン

ニ

ハ

ア

ラ

ズ
。

衆
生
ヲ

シ

テ

仏
道
ニ

イ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
21）

レ

シ

メ
ン

ト

オ

ボ

シ

メ

ス

ガ
ユ

ヘ

ナ

リ
」

と

い

う

存
覚
の

理

解
は

、

信
瑞
の

主

張
を

受
け

継
ぐ
も
の

で

あ
る

。

た

だ
、

彼
は

存
覚
の

よ

う

に

権
社
神
と

実

社
神
と

を
明

確
に

区
別
せ

ず
、

神
へ

の

奉
仕
に

お

い

て
、

本
地
を

意
識
す
る
か

否
か

と

い

う

態
度
を

問
題
に

し

て

い

る
。

　
実
際
の

と

こ

ろ
、

権
社
神
と

実
社
神
と

の

区
別
は

容
易
で

は
な
い

。

そ

こ

で
、

『

神
道
集
』

巻

第
一

「

一
、

神
道
由
来
之

事
」

な

ど

で

は
、

「

神

道
に

権
実
あ
り

。

問
端
の

義
な
り

。

悪
霊
・

悪

蛇
の

物
に

取
り

付
て

、

人
を

悩
乱
す
る

、

実
者
は

皆
蛇
鬼
等
な

り
。

権
者

の

神
は

往
古
の

如

来
、

深
位
の

大
士

、

教
化
六
道
の

約

束
に

て
、

利
益

衆
生
の

為
に

和
光
垂

跡
し

た

ま

ふ

な

り
」

と

し
つ

つ

も
、

次
い

で
、

　

　
但
し

亦
実
者
の

神
な

り
と

云
ど

も
、

神
と

顕
た

ま
へ

り
。

利
益

無
き

に

非
ず

。

後
生
の

利
益
の

契
り
の

為
に

礼
を

作
す
は

、

其
の

　

　
失
有
る
べ

か

ら
ず

。

日
本
は

本
よ

り
神
国
な

り
。

総
じ

て

敬
礼
す
べ

し
。

国
の

風
俗
は

凡
愚

、

権
実
を

ば
辨
へ

難
し

。

只

神
に

随
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て

敬

礼
す

。

何
れ

の

失
か

有
ら

ん
。

況
や

設
ひ

始
た
る

実
者
な

り
と

云
と

も
、

終
に

は

権
者
の

眷
属
と

成
る

べ

し
。

亦
此
の

如

　

　
く

、

得
失

待
対
相
望
の

義
の

心
は

、

権
者
の

神
に

対
し

て
、

実
者
の

失
を

立
る

日
な
り

。

例
せ

ば
、

法

花
の

中
に

は
、

大
小
・

権

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
22）

　

　
実

・

顕
密
等、

此
を

行
ひ

彼
を

勧
れ
ば
、

然
り
と

雖
も

、

縁
に

依
て

亦
此
を

捨
る

事
も

無
し

云
々

。

と
、

事
実
上
双

方
の

信

仰
を

勧
め

て
、

区
別
す

る

こ

と

を

無
化
し

て

し

ま

う
に

至
っ

て

い

る
。

さ

ら
に

興

味
深
い

の

が
、

『

古
事
談
』

巻
五

ー
十
四

話
が

記
す

賀
茂
神
の

本
地
感

得
譚
で

あ
る

。

　

　
範
兼
卿
者

、

奉
仕

賀
茂
社
之
人

也
。

毎
参
詣
之
度

、

書
心

経
被
参
ケ

リ
。

而
依
此
事

免
三

熱
苦
之

由
、

示
現
之

後
、

金
泥
ニ

テ

被

　

　
書
ケ

リ
。

往
日
通

夜
片
岡
社
辺
ニ

シ

テ
、

大
明
神
御
本
地
ハ

何
ニ

テ

御
坐

哉
覧
ト

祈
請
シ

テ
、

キ

ト

睡

眠
之

間
、

端

厳
女
房

令
出

　

　
現
給

。

被
渇
仰
之

誠
、

…
（
中

略）

…

本
地
ハ

何
ニ

テ

御
坐

ソ

ト

申
時

、

等
身
正

観
音
之

蓮
花
令
持

給
タ

ル
ニ

令
変

御
テ
、

即

火

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
23）

　

　
炎
二

令
焼
ケ
シ

メ

御
テ

、

ク
ロ

く
ト

令
成
御
ト

奉
見
ケ

リ
。

・

「

三

熱
の

苦
」

と

は

龍
蛇
の

苦
で

あ
る

か

ら
、

賀
茂
神
は

蛇

身
と

見
な
さ

れ

て

お

り
、

範
兼
の

捧
げ
た

『

般
若
心

経
』

の

法
楽
に

よ
っ

て

抜
苦
を

得
た

こ

と
に

な
っ

て

い

る
。

と

こ

ろ

が
一

方
で

、

神
が

観
音
を

本
地
と

す
る

こ

と

が

明
か

さ

れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

特
に

本

地
と

し

て

あ
ら

わ
れ
た

観
音
が

「

火
炎
に

焼
け

し

め

御
ひ

て
、

く
ろ

ぐ
う

と

成
ら

し

め

御
ふ
」

と

の

く
だ

り
が

象

徴
的
で

、

権

社
神

的

性
格
と

実
社
神
的
そ
れ

と

が

同
一

神
格
の

な

か

に

併
存
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
24）

　
こ

の

よ

う
な

中
世
的
神
観
念
に

つ

い

て

注
目
し

た

の

が

中
村
生

雄
で

あ
る

。

中
村
は

、

権
実
の

二

分

類
は

、

神
祗
不
拜
を

標

榜
す

る

念

仏
門
徒
に

と
。

て

不
可
欠
で

あ
。

た

に

せ

よ
、

い

。

ぽ
，

つ

で
．

あ
よ
，

つ

な
全
く
べ

つ

の

態

度
が

存
在
し

た

と

説
く

。

即
ち

権
実
を

問

働

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ト

撃
袖

の

本
体
そ

の

も
の

を

籌
と

見
る

轟
で

餮
例
え

嘆

彼

藻
り
上

げ
た

『

渓
嵐
拾

蓁
』

に

は

「

神

署
魂

同

捌

塵

体
故

、

似
二

同
凡
夫
一

給
也

。

凡
夫
者

、

三

毒
等
分
極
成
体
也

。

三

毒
極
成
無
作
本
有
形

体
者

、

必
蛇

体
也
」

（

巻
第
六

「

山
王

御
事
」

）
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と

あ
る

よ

う
に

、

仏
菩
薩
が

敢
え
て

凡
夫
と

同
じ

三

毒
（

貪
・

瞋
・

痴
）

の

身
た

る

蛇

身
巨

神
と

し

て

垂
迹
す
る
こ

と

に

こ

そ
、

和
光

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
隴

同
塵
の

本
義
と

し
て

い

る

の

で

あ

り
、

権
神
こ

そ

が

蛇
身
で

な

く
て

は

な
ら

な
い

と

い

う

の

で

あ
る

。

中
村
は

・

か

か

る

神
へ

の

理

蟹
・

唱

導
文

芸
等
の

本
地

物
に

お

け
る

「

苦
し

む

神
」

の

モ

チ

ー

フ

と

の

類

縁
性
を

指

摘
し

て
い

る

蹴

が
、

私
は

こ

の

問
題
に

つ

い

て
、

神
の

内
在
化
と
い

う

観
点
か

ら

考
え
た
い

。

　

　
　
　

二

　
内
在
化
す
る

神

　

中
世

神
道
説
の

教
理

の

根
幹
の

ひ

と

つ

に
、

神
が

心

中
に

宿
る

も
の

と

す
る

理

解
が

あ

る
。

が

ん

ら
い

日

本
の

神
々

は
、

当
該
の

神

が

管
掌
す

る

地
域、

或
い

は

集
団
よ

り
の

祭

祀
を

受
け

、

見
返

り
と

し
て

そ

れ

ら

の

安

寧
を

保

証
す

る

こ

と

を

特
徴
と

し

て

い

た
。

従
，

っ

て
、

当

該
地

域
の

住
民

、

集
団
の

構
成
員
個
々

人
の

幸
福

・

利
益
と
い

っ

た

も

の

は
、

全
く
の

管
轄
外
の

事
柄
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ

が
、

神

仏
習
合
の

進
展
の

過
程
で

、

多
く
の

神
々

が

仏
菩
薩
の

垂

迹
・

化
身
と

し

て

理

解
さ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た

結
果

、

神
々

に

仏
菩

薩
と

同

様
の

性
格
が

加
わ
っ

た
。

す
な

わ
ち

、

神
々

も

ま

た
、

個
々

人
の

現
世
及
び

来
世
の

救
済

者
と

し

て

立
ち

現
れ

る

こ

と

に

な

る

の

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

に

よ

り
、

が

ん

ら

い

人

間
の

外
に

在
る

も
の

だ
っ

た

神
が

、

内
在
す
る

も
の

と

し

て

把
握
さ

れ
る

よ

う
に

な
っ

た

の

で

あ
る

。

　
そ

の

最
初
期
の

も

の

は

平
安
末
期
に

成
立

し
た

『

中
臣
祓

訓
解
』

で

あ
る

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
レ
　
　

　
　
　

　
　
　

へ

　

　
大
方

神
在
二

三

等
司

所
謂
一

本
覚
伊

勢
大
神

宮
是
也

。

本
来

清
浄
理

性、

常
住
不
変
妙
体
也

。

故
名
大
元

尊
神、

境
界
風
不
動

転
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ

　

　

　

　

　

テ

　
ノ

ヲ

　

テ

　

ヲ

　

　
心
海

湛
然
無
波
浪

、

宝

体
一

心

外
無
別
法

、

名
本
覚
也

。

二

不
覚

、

出
雲
荒
振
神
類
也

。

遠

離
二

一

乗
理

法ハ

不
レ

出
二

四

悪
四

洲
ハ

　

　
　
　

　
　
ヲ

テ

ヲ

フ

　

ナ
レ

ハ

ハ

ハ

ノ

　

　
見
二

仏
法

僧
ハ

聞
二

諸
仏
梵
音
ハ

失
二

心

神
の

無
明
悪

鬼
類
也

、

神

是
実
迷
神
　
名
為
不

覚
也

、

三

始
覚
石

清
水
・

広
田

社
類
也

。
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神仏習合理論の 変容

　

　
　

　

　
ニ

テ

　

ニ

ノ

テ

ノ

　

　

　

　

　

　

テ

　

　
流
転
之

後
、

依
二

仏
説
經
教
ハ

无
明
眠
覚

、

本
覚
理

帰
。

是

為
ご

始
覚
4

亦

名
実

語
神
也

〔

実
悟
神
〕

、

惣
始

覚
成
道
者

、

成
二

仏
外

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ

レ

　

　

ノ

カ

ヌ
シ

ノ

　
ク

ヲ

　

カ
ラ

　

　
迹一

也
。

非
二

本
覚
本
初
元

神一

也
云
々

。

念
心

是
神
明
之

主
也

。

万
事
者
一

心

作
也

。

神
主
人
人

、

須
以
二

清
浄一

為
レ

先
、

不
レ

預
ニ

　

　
　

　

　
　
ニ

ハ

ラ
ニ

　

ヲ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
26∀

　

　
穢
悪

事
ハ

鎮
専
二

謹
慎
之

誠ハ

宜
レ

致
二

如

在
之

礼一

矣
。

是

則
神
明
内
証
之

奥
蔵

、

凡
夫
頓

証
之

直
道
者
乎

。

右
で

は
、

権
・

実
二

神
の

分
類
を

元
に

し

て
、

本
覚
神
（

大
元

尊
神）

・

始
覚
神
（

実
悟
神
）

・

不
覚
神
（

実
迷
神
）

の

区
分
を

立
て

る
。

本
覚
論
の

本
覚
・

始
覚
・

不

覚
の

観
念
を

諸
神
に

対
応
さ

せ

た

も
の

だ

が
、

従
来
の

権
実
二

神
の

上
に

本
覚
神
を

加
上
し

た

の

と

思
し

い
。

た

だ

し
、

不

覚
神
は

実
神
と

明
確
に

対
応
す
る

が
、

権
神
の

性
格
は

、

始

覚
神
と

本
覚
神
に

分
有
さ

れ
て

い

る
。

こ

こ

で

注

目
す
べ

き

は
、

も
ち

ろ

ん

本
覚
神
で

あ
る

。

そ

の

性
格
は

、

心

的
境
地
が

神
格
化
さ

れ

て

い

る
こ

と

に

あ
り

、

ま

さ

に

内
在

化
し

た

神

　

　
　（
27）

で

あ
っ

た
。

　
『

訓
解
』

の

説
は

、

伊
勢
神
道
書
に

も

明
確
に

受
け

継
が

れ
る

。

『

造
伊

勢
二

所
太

神
宮
宝

基

本
記
』

に

「

人
乃

天
下
之

神
物
奈
利

。

　
ッ

カ

サ
ト
ル

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

ヤ

フ

ル

コ

ト

須
レ

掌
二

静
謐一
志

。

心

乃
神
明
之

主
他
利

。

莫
レ

傷
二

　
心

神一
礼

。

神
垂

以
二

祈
薦一

為
レ

先
。

冥

加
以
二

正

直一

為
レ

本
須

。

」

と

あ
り

、

『

倭

　

　
　

　

　
　

　

　
ハ

　

　

　

モ

ト

　

　

バ

　

　

　

　

　

　

　

カ

ル

カ
ユ

ヘ

ニ

ト
シ

テ
ハ

シ

メ
ヲ

リ

　
ノ

ニ

　

シ

テ

ヲ

セ

　
ノ

ニ

　

　

ハ

タ

ル
ヘ
ニ

テ

姫

命
世
記
』

に

「

心
神
則
天
地
之

本
基

。

身

体
則
五

行
之

化
生
奈
利

。

肆

　
　
元
レ

元

　
入
二

元

初
ハ

本
レ

本
任
二

本
心
一

与
。

神
垂
　
以
ニ

ネ
キ
コ

ト
ヲ

ト

　
ハ

テ

ヲ

セ

祈
濤
一

為
レ

先
、

冥
加
以
二

正

直一

為
レ

本
利

。

」

と

あ
り

、

「

心

神
」

の

名
で

、

心
が

神
と
］

体
な

る

こ

と
を

示
し

、

祈
濤
に

お

け
る

態

度

　

　
　

　

　
　

　

　
　
〔
28）

を

「

正
直
」

と

呼
ん

で
い

る
。

「

心

神
」

と

は

原
義
に

照
ら

せ

ば
、

「

精
神
」

の

意
で

あ
る

が
、

こ

こ

で

は

敢
え

て

「

カ

ミ
」

と

同
一

視

し

て
、

そ

れ

が

心

中
に

宿
る

と

附
会
す

る

の

で

あ
る

。

　

本
覚
神
11
大
元

尊
神
は

、

始
原
神
・

根
元

神
と

し

て

の

観
念
と

結
び
つ

い

て

も
い

る
。

『

類
聚

神
祗
本
源
』

天
地

開
闢

篇
に

引
か

れ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ハ

ジ
メ

て

い

る

『

宝

基

御
霊
形
文

図
』

に

あ
る

「

天
地

開
闢
基

、

在一一
大

光
明
項

其

中
有
二

精

気
4

名
日
レ

神
、

亦
名
レ

心
。

爾
時
為
ご

万

物
応
化

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
29V

神
4

仮
名
号
二

広
大
慈

悲
大

御
神一

也
」

の
一

節
な

ど

は

そ

の

典
型
で
、

天
地

開

闢
時
の

「

精
気
」

（

元

気
）

を

神
11
心

と

す

る

の

で

あ

183 （393）
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る
。

　
本
覚
神

・

始

覚
神
・

不
覚

神
の

観
念
は

、

南
北
朝
期
に

な

る

と

『

神
祗
秘
抄
』

等
に

受
け

継
が

れ
、

こ

こ

か

ら

法

性
神
の

観
念
が
生

　
　（
30）

ま

れ
た

。

慈
遍
『

豊

葦
原
神

風
和
記
』

は
、

「

冥

神
」

に

法

性
神

・

有
覚
神
・

実
迷

神
を
立
て

る
。

有
覚
・

実
迷

神
は

「

権
現
」

「

一

切

邪
神
」

と

定

義
さ

れ

る
い

っ

ぽ

う
、

法

性
神
に

つ

い

て

は

「

謂
ル

法

身
如
来
ト

同
体

、

今
ノ

宗
廟
ノ

内
証

是
也

。

故
二

此
神
ニ

ハ
、

本

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　（
31）

地
垂

跡
ト
テ
ニ

ツ

ヲ

立
ル

事
ナ

キ

也
」

と

さ

れ
、

本
地
垂

迹
を

越
え

た
、

法
身
そ

の

も

の

と

し
て

の

神
と

捉
え

た

の

で

あ
っ

た
。

　
両

部
・

伊

勢
神
道
書
の

心
・

神
一

体
の

観
念
は

、

そ
の

後
も

受
け

継
が

れ

て
い

く
が

、

こ

れ

は

抽

象
的
な

観
念
と

し

て

の

み

あ
っ

た

の

で

は

な

く
、

我
々

の

具
体

的
な

生

殖
行
為
と

結
び

つ

け

ら

れ
て

お

り、

真

言
立

川
流
に

代
表
さ

れ

る

が

ご
と

き
、

性
愛
を
め

ぐ
る

中

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（
32）

世
的

言
説
と

の

不
可
分
な

関
係
性
を
示
す

。

そ

れ
が

胎
内
五

位

説
と

の

結

合
で

あ
る

。

　
胎

内
五

位

説
と

は
、

胎
児
の

五

つ

の

段
階
「

羯
羅
藍
」

・
「

類

部
曇
」

・

「

閉
尸
」

・

「

建
南
」

・
「

鉢
羅

奢
怯
」

の

五

つ

を
い

い
、

イ
ン

ド

仏
教
よ

り

発
す
る

胎
生

論
で

あ
る

。

日

本
に

お

い

て

は
、

院
政
期
以

降、

特
に

東
密
諸
流
で

、

凡
聖
と

も

に

本
覚
仏

性
が

内
在
す
る
こ

と

を

説
く

本
有
思
想
と

五

位
説
が

結
び
つ

け
ら

れ
、

独
特
な

展
開
を

見
せ

、

そ

の

図
像

化
（

胎
内
五

位
図
）

も

行
わ

れ

た
。

そ

の

図
像

に

お
い

て

は
、

第
一

図
は

円
形、

第
二

は

船
の

如
き

形
、

第
三

は

山
の

如
き

形、

第
四

は

五

輪
形

、

第
五

は

人
（

仏
）

形
で

、

こ

れ

は

生
長
す
る
胎

児
の

五
つ

の

段
階
を

、

図
示

し

た

も
の

で

あ
る

。

そ

の

図
像
の

意
味
す
る

と
こ

ろ

は
、

胎
児
は

仏
を

象
徴
す
る

独

鈷
・

五

輪
な
ど

の
三

昧
耶
形
に

段

階
的
に

姿
を

変
え
、

最
後
に

仏
躰
に

変
化
し

て

出
生

す
る
と

い

う

イ
メ

ー
ジ

で

あ

り、

仏
・

人
の

究
極
的
一

致
を

説
く
も
の

で

あ

る
。

　
こ

の

よ
う
な

秘
説
化
を
主
と

し

て

担
っ

た

の

は
、

醍
醐
三

流
の

ひ

と

つ

三

宝

院
流
で

あ
っ

た
。

そ

の

代
表
的
な

著
作
が

『

石
室
』

で

　（
33V

あ
る

。

本
書
は

、

空

海
に

よ

る

胎

内
五

位
の

秘
図
に

、

元

杲
が

注
解
を
施
し
、

更
に

勝

覚
が

口

伝
を

付
し

た

と

い

う

構
成
を
持
つ

。

こ

（394） 184

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

神仏習合理論 の 変容

れ

は

三

宝

院
流
の

憲
淳
よ

り
後

宇
多
院
に

伝
授、

さ

ら
に

後
醍
醐
天
皇
に

相
承
さ

れ

た

と

識
語
が

あ
る

が
、

本
伝
は

勿
論、

そ

の

由

緒

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
34）

も

仮
託
で

あ
る

。

ま

た
、

五

位

説
及
び

五

位
図
に

基
づ
き

『

生

死
本
源

経
』

な

る

偽

経
ま

で

も

生
み

出
す
に

至

る
。

同
説
は
、

既
に

鎌

倉
中
期
頃
か

ら
、

真
言
密
教
の

秘
説
た

る
こ

と

を
越
え
て

、

神
道
書
や

中
世
日

本
紀
に

も

取
り
入
れ
ら
れ

る

よ

う
に

な
っ

て

い

た
。

例

え

ば
、

真
福
寺
文

庫
蔵
『

三

種
神
祗

并
神
道
秘
密
』

（
天
文

＋
一

年
〔

一

五
四

二
〕

写）

所

収
「

和
歌
灌
頂
」

に

は
、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ト
ハ

　

ノ

　
ヲ

ル

ト

タ
リ

　

　

　
ハ

　

　

　

カ

　
ノ

　

　

ニ

　

　

　

リ

　

　

ノ

　

　

　

タ
リ

　

　

　
カ

　

　

　
（
伽
羅
藍）
ノ

　

　
シ

テ

　

ノ

　

　

ノ

　
ニ

　
シ

　
　

…

タ

ト
ヘ

ハ
、

千
葉
野
振

、

千
葉

破

書
。

其
故

、

我
等
母

躰
内
上

下
自
千
葉
蓮
花
開

。

我
等
最
初
《
｛
建

姿
円

、

彼
千

葉
台

有

　
　

　
　
　

　
ト
ハ

　
ナ

リ

ト

ノ

ノ

　

ト

ハ

ト

タ
マ

シ

イ

　

レ

ハ

ト

ヲ

　
　

処
也

。

最

初
、

父
婬

水
。

加
羅
藍
者

、

母
婬

水

和
合
セ

シ

所
、

我
心
云

。

去
心

者

神

也
。

即
神
也

。

去

神
云

字
タ
マ

シ

イ

ト

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
ニ

ニ

レ

ハ

ニ

ト

　

ト

ハ

ノ

タ
ル

　
　

読
也

。

神
即
神
ナ
レ

ハ
、

余
所
見
ヘ

キ

非
ス

。

去

経
文
「

爾
時

世
尊
」

説
者

、

父
母
也

。

又

「

花
蔵
世
界
」

説
、

千
葉
破

所
之

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
ニ

レ

バ

　

　

　

　

　

　

　

カ

ニ

　

　

ト

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

ト

テ

　

　

　

ス

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　
　

千
葉
々

々

世
界

。

然

者
、

神
外
無

、

不
可
当
レ

罰
、

迷

故
不
知

神
ハ

別
念
軈
而
其
迷
心

神
成

、

其
身
悩

。

只

心
無

念
無
相
失
セ

ハ

、

　
　

　
　
ク

　

　
　
　
シ

　
〔
35）

　
　

神
モ

鉦
｛

、

我
無

。

…

と

あ
る

。

こ

こ

で

は

心
・

神
一

体
が

、

五

位

説
に

基

づ

き
、

父

母
の

淫
水

和
合
し

て

で

き

る

我
々

の

心
が

即
ち

「

神
（

た

ま

し
い
）

」

な

の

だ
と

説
明
さ

れ
る

．

中
世
の

心
・

神
一

体
の

所
説
は

、

煩
悩
即
菩

提
、

凡
聖
不
二

と
い

っ

た

教
理

内
容
を

、

よ

り
具
体

性
を

以

て

説
明
し
よ

う
と
す
る

も
の

で

あ
っ

た

の

で

あ
る

。

　
ま

た
、

中
世
日

本
紀
と

の

関
係
を
示
す

も

の

と

し

て
、

以

下
の

よ

う
な

例
が

あ
る

。

　
・

春
瑜
本
『

日

本
書

紀
私
見
聞
』

（
応
永一
二

士
二

年

△

四
二

六
〉

頃
写）

　
　

　
　
　

　
ノ

メ

　

ノ

ノ

ト

フ

ハ

　

　

ノ

　

　

　

　

ニ

ハ

　

　

　

　

ト

　

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

テ

　

　

　

ノ

　

　

テ

　
　

私
云

、

天

神
始

、

鶏
卵
如
云

事
、

胎
生
如
也

。

内
典

、

最
初
伽

羅
藍

、

又
安

部
曇
云

。

如
レ

此
カ

イ
コ

ノ

如

次

第
興
気

形
躰
有

、

　
　

　
ヲ

　

　

　

　

　

　

　
ル

ニ

　

　

ヲ

　

　

　

　
ノ

　
モ

　

　

ク

　

　

　
ル

　
シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

（
36）

　
　

五

位
フ

ル

也
。

安
二

今
此ハ

神
明
始

亦
如
レ

是
成
可

。

何
況
於
人

間
乎

。

　
・

高
野
山
三

宝
院
蔵
「

日

本
記
秘
密
巻
書
』
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ニ

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

ハ
　

　
　

　

ノ

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

ト
ハ

　
　

　
　

　

　
　

　
　
ヲ

　
サ

ト
ル

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
ニ

ヲ
ワ
シ

　

　
次、

第
一

国
常
立

尊
云

、

諸
人

息
也

。

第
二
・

第
三

、

赤
白
之
二

滴

司
　
也

。

第
一

此

尊
、

寂
光
之

形
而

、

空

中
　

給
、

随
縁

　

　

　
シ

テ

　
　
ヘ

ハ

　
ニ

　
テ
ハ

　
モ

ニ

　
ワ
　

　
　
ニ

　
テ
ハ

　
ニ

　

也
　

　
　
レ

　
　

　
　

　
　

　
　

ナ
ワ

　
　
ル

ト
　
ニ

　
　

　
　

ニ

　
テ

モ

　

　

シ

　
　

　
ニ

　
テ

モ

　

　
　
ス

ル

也
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ナ
リ

　

　
遊
戯

、

譬

天

有

雲

有
、

水
有

波

有
。

是

第
一

之

秘
事

。

有
レ

是
者

、

父

有

心

発
、

母
有

心

発
。

前

後
イ
ツ

レ

モ

不
可

。

第

　

　

　
　

　

　
　

　

　
ハ

　
ノ

　

　

　

　

　

　
　

ニ

　

　

　

　

ノ

　

　

ハ

　
ノ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ハ

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

ツ
カ

サ

ト
ル

　

　

　

　

ヲ

　

　

テ

　

　

　

　

　

　
ノ

　
ト

　

　
ニ
、

国
狭
槌
之

尊
云
父

事
也

。

第
三

豊
斟
渟

尊
云
母
事
也

。

此
三

神
、

三

代
之

位

司
　
也

。

是
名
付
三

神
和
合
楽
云
也

。

穴

賢
。

　

　

　
　
ト

ハ

　

ノ

テ

　

　

　

　

　

　

マ

テ
ノ

ヲ

ス

　

ハ

　

　

　

　

　

　

ハ

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

リ

　

　

　

ヲ

ト

ヘ

ト

モ

　

　
次
三

代
云

、

人
生
一

歳
・

二

歳

二
二

歳

　
位

表
。

四

代
四

歳
・

五

歳
也

。

六

代
六

歳
也

　
四

・

五
・

六

歳

而

男
女
ノ

形
知
云

、

　

　

　
ノ

　

　
　

　

　

　

　

ラ

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト
ヨ

リ

　
テ

　

　

　

リ

テ

　

ノ

オ
モ

イ

ヲ

ト

　
フ

　ハ
　

　

ス

　

　

ニ

テ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
ト

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

　

　
男
女
ワ

サ

ヲ

不
レ

知
。

伊
弉
諾
尊

・

伊
弉
冊
尊
　
始

、

見
知、

其

欲

始
云
人

、

必
七

歳

夫

婦
陰
陽
之

態
知
云
ヘ

リ
。

殊
更
官
種

　

　

　
　

　

　
　

　
ニ

テ

　
ノ

　
ヲ

　
ル

ト

　

　

　

　

　

　

　

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ト

　
ト

　

　
姓
之
人

者
、

七

歳

此
道
知

云
ヘ

リ
。

是
天

神
七

代
之

髄

脳
知

云
ヘ

リ
。

こ

れ
ら

で

は
、

天

地

創
造
の

過
程
と

我
等
の

胎
内

（

さ

ら
に

は

胎
外
）

の

生

長
の

過

程
が

重

ね

合
わ

さ

れ

て

い

る
。

我
等
の

出
生
と

は
、

畢
竟
世
界
の

始
ま

り
を
追

体
験
す

る

こ

と

に

ほ

か

な

ら
な
い

と

の

認

識
が
こ

こ

に

は

示

さ

れ
、

こ

れ

に

よ

り
心
・

神
一

体
が

説
明

さ

れ

る

の

で

あ
る

。

　
さ

ら

に
、

こ

こ

で

注
意
せ

ら

れ

る

の

は
、

自
ら
の

出
生
が

父

母
の

煩
悩
の

所

産
で

あ
る

と

の

認

識
で

あ

る
。

こ

れ

を

実
践
的
に

行
っ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　〔
37）

て
い

る

の
が

、

伊
勢
灌
頂
（

或
い

は

諸
社
大
事
）

と

称
す
る

作
法
で

あ
る

。

こ

れ

は
一

種
の

社
参

法
で

あ
っ

て
、

愛
染
明
王

に

ま
つ

わ

る

秘
事
た
る

「

田

夫

愛
染
法
」

を

も
と

に

作
ら
れ
た

も
の

で
、

次
の

よ

う
な

順
序
で

行
わ

れ

る
。

　
 

鳥

居
前
に

て

閉
塔
印
を

結
び

到
明
を
誦
す

。

　
 

神
殿
前
に

て

外
五

古
印
を

結
び・
ζ

明
を

誦
す

　
 

神
躰
を

観
想
し

て

八

葉

印
を

結
び

夜
明
を

誦
す

。

　
 
「

南
無
本
覚
法
身
本

有
如
来
自

性
心
壇
内

護
摩
道
場
」

と

三

反
唱
え
る

。

　
 
「

ち

は

や
ぶ

る

我
が

心
よ

り
す
る

わ

ざ

を
い

つ

れ
の

神
か

よ

そ

に

見
る
べ

き
」

と

詠
ず
る

。
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「

阿
」

は

胎

蔵
界
で

〈

母
〉

を
、

「

鑁
」

は

金
剛

界
で

〈

父
〉

を

表
わ

す
。

「

吽
」

は

両

部
不
二

を

示

す
と

共
に

父

母
所
生

身
た
る

我
々

自
身
（

の

心
）

を
表
わ

す
。

そ

し
て

神
躰
を

蛇
の

如
く

屈
曲
す
る

「

吽
」

字
と

観
想
す
る

中
で

我
心

即
神
で

あ
り

、

そ

の

本
体
は

蛇
身

な
る
こ

と

を

感
得
す
る

の

で

あ
る

。

次
の

「

南
無
本
覚
…

」

は
、

神
11

心
の

本
地
と

し

て

の

本
覚
法

身
如
来
に

捧
げ
る

偈
頌
で

、

如
来

を

勧
請
し

た

護
摩
壇
は
、

我
等
の

心
自
体
だ
と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

最
後
の

呪
歌
は

、

「

神
」

に

懸
か

る

枕
詞
で

あ
る
「

ち
は

や
ぶ

る
」

を

「

我
が

心
」

に

接
続
さ

せ

る
こ

と

で

神
凵

心
を

明
か

す
。

こ

の

作
法
の

な
か

に
、

先
に

述
べ

た
よ
う
な

蛇
身
こ

そ

が

仏
の

垂

迹
と

し

て

の

神
の

本
質
を
示

す
も
の

だ

と
い

う
認

識
が

あ
ら
わ

れ

て

い

る

と
い

え

よ

う
。

　
　

　

　
三

　
三

国
関
係
に

お
け
る

神
仏
習
合

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
〔
38）

　
十
六

世
紀
に

お

け
る

「

南
蛮
人
」

の

登

場
ま

で

の

日

本
人
の

世

界
認
識
は

、

三

国
的

世
界

観
と

よ

ば

れ

る
。

世

界
の

中
心
に

印
度

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
39）

（

天
竺
）

を

置
き

、

さ

ら

に

中
国
（

震
旦
）

、

そ

し

て

辺
境
に

日

本
（

本

朝）

を

配
す
る

こ

の

世

界
観
は

、

粟
散
辺
土

的
世
界
観
を

生

み

出
し

、

ま

た

末
法

思
想
と

も

結
び
つ

い

て
、

時
間
的

・

空
間
的
に

仏
教
よ

り

疎
外
さ

れ

た

日

本
と

い

う

否
定
的

国
土

観
が

形

成
し

た
。

　
そ

の

い

っ

ぽ

う

で
、

日

本
こ

そ

仏
教
の

中
心
で

あ
る

と

の

主

張
も

あ
ら

わ

れ

る
。

そ

れ

が

成
尊
（
一

〇
一

ニ

ー
一

〇
七
四）

の

『

真
言

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

〔
40）

付
法
纂
要

鈔
』

（

康
平
三

年

二

〇
六
〇〕

成）

を

萌
芽
と

す
る

「

大
日

本
国
」

説
で

あ
る

。

同

書
の

な

か

で
、

彼
は

密
教
の

正

統
が
空

海

に

よ
っ

て

日
本
に

伝
え
ら

れ
た

こ

と

の

必
然
性
を

次
の

よ

う
に

説
く

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
と

こ

し
な

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

く
に

　
　

今
遍
照

金
剛
と

し
て

、

鎮
へ

に

日

域
に

住
し

、

金

輪
聖
王

の

福
を

増
す

。

神
に

は

天

照

尊
と

号
し

、

刹
に

は

大
日

本
国
と

名
つ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
も

と

　
　
　
　

ゆ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
41）

　
　

く
。

自
然
の

理
、

自
然
の

名
を
立
つ

。

誠
に

之
を

職
と

す
る

由
な

り
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
（
原
漢
文）
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即
ち

、

大
日

如
来
と

、

人
（

空

海
11

遍
照

金
剛
）

・

王

（

天

皇
11
金

輪
聖
王
）

・

神
（

天

照

太
神
）

・

国

号
（

大
日

本
国
）

と

い

っ

た

呼

称
上
の

連
関
を

根
拠
（

名
詮
自
証
）

に

求
め

る

の

で

あ
る

。

後

世
、

こ

の
一

節
が

「

本
説
」

と

な

り
、

天
照

大
神
と

大
日

如
来
の

本
迹

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
（
42）

説
が

生

ま
れ

、

そ
こ

か

ら

中
世
神
道

説
が

形

成
さ

れ

て

い

く
。

そ

の
一

環
と

し

て

「

大
日

本
国
」

説
も

、

密
教
と

日

本
と

の

結
合
を

示

す

象
徴
的
事

柄
と

し

て

様
々

な

言
説
を

生
み

出
す
こ

と

に

な

り
、

日

本
の

国
土
の

形

象
を

独
古
・

鑁
字
・

智
拳
印
な
ど
と

表
象
す
る

付

会
説
が

各
書
の

な

か

に

頻
出
す
る
こ

と

に

な

る
。

　
た

だ

こ

こ

で

注
意
す
べ

き

は
、

「

大
日

本
国
」

説
が

、

場

合
に

よ
っ

て

は

三

国

関
係
の

文
脈
で

語
ら

れ
、

そ

の

際
本
地
垂
迹
の

理
は

、

仏
−
神
の

関
係
に

相
応
す
べ

く
、

印
度
−
日

本
の

本
迹

関
係
と

し

て

言
説
化
し

て

い

る
こ

と

で

あ
る

。

そ

の

例
が

、

日

本
国
（

或
い

は

そ

の
一

部
）

の

土

地
が

、

印

度
よ

り
流

来
（

或
い

は

飛

来）

し
た

と

の

説
で

、

次
に

示

す
『

塵
滴
問
答
』

の
一

節
は

そ

の

典
型
で

あ

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ウ

シ

ト
ラ

　
　
夫
日

本
吾
朝
ハ

、

元

天
竺

霊

鷲
山

艮

ノ

角
二
、

密

陀
羅
ト

云
シ

山
也

。

…

其
地
形．
ζ

字
二

似
タ

リ
。

又
ハ

独

古
ノ

形
也

。

密
教

　
　
殊
二

相
応
ノ

勝
地
ト

見
タ
リ

。

…

爰
二

月
氏
国
ノ

昔
、

劫
初
二

、

…

大
地
六

種
動
ク
事
ア

リ
。

山

崩、

海
ヲ

ウ

メ
、

海
カ

タ
ム

キ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
ヒ

　
　

ヲ
　
　
　

テ
　
　
　
　

ヲ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

メ

　
　
テ

、

山
ヲ

ヒ

タ

ス
。

樹
ハ

沈
ミ

、

石
ハ

浮
テ
、

仁

畜
失
レ

家、

失
二

住
家
ハ

日

月
光
ヲ

不
レ

定
、

加
様
ニ

ス

ル

事
七

日
七

夜
也

。

其

　
　
時

、

此
密
陀
羅

山
闕
テ

、

海
中
へ

入
テ

、

其
後
龍
王

是
ヲ

守
護
ス

。

此
時
二

、

伊
弉
諾

・

伊

弉
那
二

人
ノ

御
神

、

是
両

部
ノ

大
日

　
　
如
来
ノ

変
身

、

大
三

摩
多
王

ノ

後
身
也

。

此
御
神
ハ

、

密
陀
羅
山
ヲ

吾
国
ト

成
シ

タ
ク

思

食
テ

、

神
力
ヲ

以
テ

押
シ

動
シ

テ
、

是

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ホ
コ

　
　
ヲ

海
中
ニ

コ

キ
ョ

セ

給
ヘ

リ
。

鉾
ノ

滴
リ
、

嶋
ト

成
ト

云
ヘ

ル

ハ
、

此
山
ユ

テ

シ

時
ノ

カ

ヒ

ヲ
、

海
中
二

立

テ
、

此

処
二

留
タ

　
　
　

　（
43）

　
　
リ

。

・

右
も

ま

た
、

日
本
の

国
土

を
鑁

字
・

独
古
に

付
会
す
る

説
だ
が
、

そ

の

由
来
を

、

霊

鷲
山
の

艮
が

闕
け

て

漂

着
し

た

の

が

日

本
で

あ
る
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神仏習合理論の変容

と

す
る

。

　
ま

た
、

日

本
の

国
土

全

体
で

は

な
い

が

『

鰐
淵

寺
僧
某
書
状
断
簡
』

に

「

当
寺
は

最
初
西
天

鷲
嶺
の

艮

の

隅
、

欠
け
て

浮
浪
し

流
れ

来
る

を
、

素
戔
嗚

尊
築
き

留
め

玉

ふ
。

故
に

浮
浪

山
と
い

う
。

麓
に

は

霊

祗
利
生
の

大
社
を

建
て

、

諸
神
降
臨
の

勝
地
と

定
め

、

峯
に

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
44）

は

権
現
和
光
の

社
壇
を

構
へ

、

仏
天
影

向
の

結
界
を
示

す
」

、

『

諸
山
縁
起
』

大
峯
縁
起
に

「

大
峯
は
こ

れ

仏
生

国
の

巽
、

金
剛

崛
の

坤

の

方
の
一

の

分
れ
な

り
。

而
し

て

こ

の

来
た

る

事
、

僧
聴
三

年
八

月
十
九
日

の

夜
半
に

、

空
の

中
に

数
万
の

音
あ

り
。

国
動
く
こ

と

大

　

　
　（
45）

震
の

如
し
」

と

あ
る

よ

う
に

、

出
雲
大

社
、

大
峰
と

い

っ

た

聖
地
が

印
度
よ

り

漂
着

・

飛
来
し
た

と

す

る

説
も
あ
る

。

こ

れ

ら
は

ま

さ

に
、

本
地
垂

迹
説
の

仏
−

神
の

関
係
を

印
度
1
日

本
と

い

う
空

間
に

変
換
し

た

も
の

と

思
し
い

。

『

熊

野
本
地
』

の

善
見
王
や

五

衰
殿

女
御
に

み

ら

れ
る

よ

う
な

、

印
度
か

ら
日

本
に

飛

来
し

て

神
と

現
ず
る

と

い

う

話
も
一

連
の

も
の

と

理

解
で

き
る

。

　
『

塵

滴
問

答
』

に

も

見
え

た

独
古
凵

日

本
と

い

う

解
釈
で

あ
る

が
、

こ

れ
に

さ

ら

に

震
旦
（

中
国
）

を
三

鈷
、

天
竺

（

印
度）

を
五

鈷
に

配
当
す

る

こ

と

に

よ

り
、

三

国

関
係
を

説
く

所
説
も

多
い

。

智
円
『

鼻
帰
書
』

（

正

中
元
年
〈

一

三

二

四
〉

成
立）

の
、

　

　
六

、

明一一

日

本
独
古
形

・

唐
土
三

古
形

・

天

竺

五

古
形一

者
、

三

古
者
蓮

花
部
慈
悲

胎
蔵
界

、

五

古
者
仏
部

智
恵
金
剛
界

、

独
古
者

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
ニ

　
　

ヲ

　
ト
シ

テ

　
　

　
　

　
　

　

　
ヘ

　

　

ヲ

　
メ

　
　

　
ハ

　
ヘ

　

ル

　

　
　
ル

カ

　
ニ

　
　

　
　

ハ

　

ス

　

　
　
ヘ

　
　

　

　

　

　
　

　
ヲ

　

　

ト

　

　
金

胎
不
二

精
。

精
云
二

金

胎
種一

也
。

故
日

本
種

、

唐
土

・

天

竺

秘
法
弘

、

種
本
帰
義
有

故
、

秘
密
必
日

本
帰
也

。

我
国
日

本
云

　

　
ハ

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

ト

　

　

　

　

　

　
　

ニ

　

　

　

　

ノ

　
ナ
ル

ニ

　
ヲ

　
テ

　

　

ト

ハ

　

　

　

　

　

　

　
ニ
　
ハ

　

　

　

　

ト

　
ヘ

シ

　

ヨ

リ

　
ノ

　
ル

　
ノ

　
ト

ハ

　

　
義

、

三

国
智
恵
日

本
云
ヘ

ル

カ

故
、

智
恵
朗

、

日

喩
日

本

云

也
。

正

義
云

智
本
国
云

。

東

日

出
本
国

、

不
レ

可
二

心

得晶

依
レ

之

　

　
　
　

　
ト
モ

　
ナ
リ

　

　
　

　

　
　

ノ

　
ノ

　
ニ

ハ

　

　
　
　

　

タ
ル

カ

　
ニ

　

　
　

　

　

ヲ

　
テ

　

　
　
　

　

ヲ

　

　

ト

　
　
　

　

　

ニ

　
　

ノ

　
　

ナ
ル

カ

　

　
　
　

　
　
　

　

ノ

　
　

ト
ヲ

　
シ

テ

　

　
大
日

本
国

云
。

八

宗
九

宗
智
中

真
言
智
勝

　
故

、

此
上

智
以
真
言
行

者
大
日
云
也

。

故
三

国
上

智
　
故

、

一

切
衆
生
心

神

指

　

　
　
　

　
ト

ハ

　
（
46）

　

　
大
日

本
国

云
也

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

と
い

う
一

節
が

そ

の

典
型
で
、

大
日

如
来
の

三

昧
耶
形
に

託
し

て

三

国

関
係
が

語
ら
れ

る
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

憫

　
三

国
関
係
を

、

こ

の

よ

う
な

シ

ン

ボ

ル

で

表
現
す
る

こ

と

は
、

そ

の

他
以

下
の

よ

う
な

も
の
が

あ
る

。
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ス

　
　
　
　
　
　
　

ヲ

　
a

　

南
池
院

僧
都
口

決
云

、

「

末
度
迦

羅
天
」

三

兄

弟
者、

「

梵
天
・

那
羅

延
・

伊
舍
那
」

、

各

治
二

三

国
土
4

梵
王

当

　
天
竺

。

「

那

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
47V

　
　
羅

延
」

唐
国

。

自

在
天
配
二

日
本一

云
々

。

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『

御
遺
告
秘
要
抄
」

一
）

　
　

　
ミ

ツ

ヒ

カ

リ

フ

リ
ク

タ
テ

　

　

ウ
ル
ハ

ノ

マ

コ

ト

　

　

　
ハ

シ

メ

　

　

　
　

キ
ミ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ツ

キ
ノ

ス

エ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

コ

ノ

ミ
ヤ

　
b
　
三

光

降
、

　
出
二

精

神
適

其

苗

皆

為
レ

王
。

故

天

竺

者

月

孫

故
、

号
二

月

氏
弔

漢

宮

者

星

子
、

謂
二

晨
旦
殉

且

本

朝

之

　
　
タ
ウ

ト

キ・、、
コ

ト

　

　

コ

ノ

オ

ス

チ

　

　

　
ニ

ク

ヤ
マ

ト
ヲ

ク
ニ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔
48）

　
　

貴

祖

者
、

之

日
精
也

。

故
名
二

日
本
国
刈

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伝
神
王
『

日

諱
貴
本
紀
』

）

　
c

　
そ
れ

や

ま

と

哥
は

、

人
の

こ
〉

ろ

を
た
ね

と

し

て
、

よ

く

人
の

心
を

や

は

ら

ぐ
る

ゆ
へ

に
、

隠
遁
の

み

な
ま

と
〉

し

て

菩

提
を

　
　
も
と
む

る

は

じ

め

な

り
。

ま

つ

極
楽
は

謌

舞
の

菩
薩
ま

し
ま

す
。

天
竺
に

陀
羅
尼
の

こ

と

ば

あ
り

。

漢
土

に

詩
賦
を

つ

く
る

、

六

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　〔
49）

　
　
種
に

わ

か

れ

た

り
。

中
に

も
我

国
の

風

俗
と

し

て

神
代
上

代
の

む

か

し

よ

り、

い

ま

に

た
へ

ず
。

　

　
（
伝
経
信
『

和
歌
知
顕
集
』

）

こ

の

よ
う
に
、

そ

れ

ぞ

れ

神
（

梵
天
三

兄
弟
）

、

天
文
（

日

月
星
辰
）

、

言
語
（

陀
羅
尼

・

詩
賦

・

和
歌
）

に

託
し

て
、

三

国

関
係
に

お

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
50V

け

る

本
質
的
相
同

性
が

説
明
さ

れ
る

。

　
た

だ

『

鼻
帰
書
』

の

内
容
に

お

い

て

注
意
す
べ

き
こ

と

は
、

仏
法
の

日

本
伝
来
を

本
来
あ
る
べ

き

場

所
（

日

本
）

に

帰
還
す
る
と

い

う
理
解
（

即
ち

『

真
言

付
法
纂
要
鈔
』

に

も

見
ら
れ

た

も
の
）

が

示
さ

れ

て

お

り、

印
度
と

日

本
の

関
係
が

本
地
と

垂

迹
と

い

う
上

下

関
係
で

は
な

く
、

寧
ろ

日

本
を

中
心
に

再
編
し
て
い

る

こ

と

で

あ

る
。

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
51）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52）

　
こ

れ
は

、

慈
遍
『

旧

事
本
紀
玄

義
』

巻
五

や

『

神
代
巻
秘
決
』

釈
迦

牟
尼

如
来
品
な
ど
を

経
て

、

吉
田

兼
倶
（
一

四
三

八

i
一

五

〇
六）

に

受
け

継
が

れ

る
。

兼
倶
の

『

唯
一

神
道
名
法
要

集
』

に

は

次
の

よ

う
に

あ
る

。

　
　

　
　
　

　

　
　

　
ノ

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

ク
　
　
　
カ
　

　
　

バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
第
卅
四

代
推
古
天
皇

御
宇、

上

宮
太
子
密
奏

言
、

吾
日

本
生
二

種
子
ハ

震
旦

現
二

枝
葉
ハ

天
竺

開
二

花
実
司

故
仏
教

者
、

為
二

万

法
之

　
　
花
実
刃

儒
教
者

、

為
二

万

法
之

枝
葉
司

神
道
者

、

為
二

万

法
之

根
本
の

彼
二

教
者

、

皆
是
神
道
之

分
化
也

。

以
二

枝
葉
花
実
ハ

顕
二

其

　
　

　
　
　

　

　
　

　

ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
53）

　
　
根
源
司

花
落
帰
レ

根
故

、

今
此
仏
法

東
漸

。

吾
国

、

為
レ

明
二

三

国
之

根
本一

也
。

自
レ

爾
以

来
、

仏
法
流
二

布
于
此
一

矣
已

上

文
。
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こ

れ

は

根
本
枝
葉
花

実
説
と

よ

ば

れ
、

仏
法

・

儒
教
・

神
道
の
三

教
関
係
を

神
道
中
心
に

説
く
も
の

と

な
っ

て
い

く
の

で

あ
る

。

　
　
　

　
四

　
吉
田

神
道
の

本
地
垂
迹
論

　
右
の

吉
田

兼
倶
は

、

「

神

道
の

家
」

「

日
本
紀
の

家
」

と

し

て

の

自
家
の

学
問
的
伝

統
を
基

礎
に

し
な

が

ら
、

全
く

新
し
い

神
道
を
創

唱
し

た

人

物
だ
っ

た
。

そ

の

教
説
は
主

著
『

唯
一

神
道

名
法
要

集
』

に

お

い

て

展
開
さ

れ

る

が
、

そ

の

冒
頭
に

神
道
を
三

つ

に

分
け

、

従
来
の

神
道
を

本
迹

縁
起
神
道
と

両
部
習
合
神
道
と

呼
び
、

自
ら

の

そ
れ

を
元

本
宗
源
神
道
と

称
し
た

。

　
両
部
習
合
神
道
に

代
表
さ

れ

る

神
仏
習
合
を

基

調
と

す
る

中

世
神
道
の

理

論
を

摂
取
し
つ

つ

も
、

そ

の

仏
教
的

磁
場
か

ら
如
何
に

離

脱
す
る
か

が
、

兼
倶
の

神
道
に

お

け
る

課
題
で

あ
っ

た
。

彼
の

神
観
念
に

つ

い

て
、

簡

潔
に

記
し

て

い

る

の

が
、

文

明
十
八
年
に
、

足

利
義
政
に

奉
上

し
た

『

神
道
大
意
』

の

次
の
一

節
で

あ

る
。

　
　
夫

神
ト

者
、

天

地
二

先
テ

、

然
モ

天
地
ヲ

定
テ

、

陰
陽
二

越
テ

、

然
モ

陰
陽
ヲ

成
ス

。

所
謂
天
地
二

在
テ
ハ

神
ト

云
、

万
物
二

在

　
　
テ
ハ

霊
ト

云
、

人
二

在
テ
ハ

心
ト

云
。

故
二

神
ハ

天
地
ノ

根
元
ナ

リ
。

万
物
ノ

霊

性
ナ

リ
。

人

倫
ノ

運
命
ナ

リ
。

形
無
シ

テ

能
形

　
　
在
物
ヲ

養
ハ

神
ナ

リ
。

人
ノ

五

臓
二

詫
シ

テ
五

神
ト

ナ

ル
。

各
其
臓
ヲ

守
ル

者
ナ

リ
。

故
二

神
字
ヲ

タ
マ

シ

イ
ト

読
是
ナ

リ
。

…

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ヤ

ト
リ

　
　
当
ン

知
、

心
ハ

則
神
明
ノ

舎
ナ

リ
。

形
ハ

天

地
ト

同
根
タ
ル

コ

ト

ヲ
、

天

神
七

代
地

神
五

代
ヲ

合
テ

、

十
ニ

ノ

神
力
ヲ

以
テ

天

地

　
　
ヲ

建
立
シ

、

万

物
ヲ

養
育
ス

。

…

日
月
ハ

天
地
ノ

魂
魄
ナ

リ
。

人
ノ

魂
魄
ハ

則
日

月
二

神
ノ

霊

性
ナ

リ
。

故
二

神
道
ト
者

、

・
19

ヲ

　
　
　

　
　
　

　
（
55＞

　
　
守
ル

道
ナ

リ
。

・

こ

こ

で

兼
倶
は

、

神
を

万

物
の

根
元
に

据
え

、

霊
・

心

と
一

体
で

あ

る

と

説
く
が

、

こ

れ
が

以

前
か

ら
の

神
・

心
一

体
説
に

基

づ
い

て

発
展
さ
せ

た

こ

と

が

明
ら

か

で

あ
る

。

彼
の

神
理

論
は

、

『

三

元

神
道
三

妙
加

持
経
』

と

称
す

る
、

自
ら

が

創
作
し

た

と

思
し

い

偽
経

191 （401）
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に

明

確
に

説
か

れ
て

い

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

悦

　
　

神
在
天

道

　
神

在
地

道
　
神
在
人
道
　
天

無
神
道

　
無

有
三

光

　
亦

無
四

時
　
地

無
神
道
　
無

有
五

行

　
亦

無
万
物

　
人

無
神
道

　
　
無

亘
命

亦
無

万
法

天
地
之

心

是
即
神
也

諸

仏
之

心

是
即
神
也

鬼
畜
之

心

是
即
神
也

草
木
之

心

是
即
神
也

幽

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
（
56V

　
　

頭
有
七

穴

　
是
天
七

星

　
腹
有
五

臓

　
是
地
五

行

　
心

者
神
也

　
心

神
無
形

　
而
養
有

形
　
是

真
神
也
…

　
神
の

内
在
化
や

胎

内
五

位
説
な

ど
を

媒
介
と

し

た

心
・

神
一

体
の

所

説
は

、

天
地

人
三

才
、

森

羅
万
象
に

遍

満
す

る

神
と

い

う
観
念

へ

敷
衍
さ

れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

兼
倶
が

自

家
の

神
道
の

主

神
と

仰
い

だ
の

が

大
元

尊
神
で

あ
る

が
、

前
述
し

た

よ

う
に

こ

れ
は

『

中

臣
祓
訓
解
』

に

お

い

て

本
覚
神
に

与
え

ら

れ
て
い

た

呼
称
で

あ

り
、

彼
は

中
世
の

神
観
念
の

系
譜
に

つ

い

て

極
め

て

意
識
的
で

あ
っ

た

こ

と

が

分
か

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
57）

　
兼
倶
は

ま

た

本
地
垂
迹
に

つ

い

て
、

独
特
な

議
論
を

展
開
す
る

。

先

ず
、

『

諸
社
根
元

記
』

中
巻

「

本
地
垂

跡
事
」

に

は

次
の

よ

う

に

あ
る

。

　
　

仏
教
ニ

ハ

仏
ヲ

本
地
ト

シ
、

神
ヲ

垂

迹
ト
ス

。

神
道
ニ

ハ

本
地

即
垂

跡
、

々

々

即
本
地

也
。

天
照

大
神
ヲ

本
地
ト

シ
、

伊
勢
神
宮

　
　
ヲ

垂
跡
ト

ス
。

伊
弉
冊
ヲ

本
地

、

熊

野
権
現
ヲ

垂

跡
ト

ス
。

日

本
国
之

諸
神

、

以
仏
菩

薩
、

称
本
地

事
、

真
言
教
将
来
以
後、

伝

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
58）

　
　

教
弘
法
両
僧
始

而
被
定
之

矣
。

こ

こ

で

は
、

仏
教
と

は

別
に

神
道
独
自
の

本
地
垂

迹
を
立
て

て

い

る

が
、

彼
の

『

日

本
書
紀
』

講
義
に

お

い

て

は
、

心
・

神
一

体
観
に

基
づ

き
、

次
の

よ
う
な

説
を

説
い

て

い

る
。

　
　

本
地
垂

迹
ノ

沙

汰
ア

リ
。

仏
ヲ

本
ト
シ

、

神
ヲ

垂
ト
ス

ル

ハ
、

誤
ソ

。

我
国
ハ

、

三

光
ノ

時
ハ

、

日

神
ノ

国
ソ

。

月
卜
星

ト
ハ

、

　
　
日
ノ

綱
精
散
気
ソ

。

サ
ル

ポ

ト
ニ

、

器

界
生

界
、

我
国
ヨ

リ

ヲ
コ

ル

ソ
。

サ
ル

ポ

ト
ニ

、

神
ヲ

本
ト
シ

テ

タ

テ

ウ

ソ
。

花
巌
二

、
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心

・

仏
及

衆
生

、

是
三

無
二

差
別一

ト

ア
ル

ニ
、

心

ト
云
ハ
、

国
常
立

神
ソ

。

伏
犠
モ

、

観
察
シ

テ
、

一

画
ヲ

画
ス

ル

ソ
。

釈
尊
ノ

　

　
成

仏
モ
、

見
二

明
星一

ソ
。

心

卜
云
ハ
、

仏
ノ

上
ニ

ア
ル

ソ
。

心
ハ
、

仏
ニ

サ
ハ

ラ

ヌ
、

ソ

ノ

上
ニ

ア
ル

ソ
。

心
ハ

神
ソ

。

サ
ル

ホ

　

　
ト
ニ

、

神
ハ

仏
ヨ

リ

上
ニ

ア

ラ

ウ

ソ
。

コ

ナ

タ
ニ

ハ
、

性
ヲ

、

心

ノ

上
二

置
二

、

神
ハ

、

性
ヨ

リ

上
ニ

ア
ル

ソ
。

性
ハ

心
二

対
シ

　

　
テ

ア
ル

ソ
。

人
ノ

胸
中
二

、

カ

ケ

テ

云
ソ

。

神
ハ

サ
ハ

ナ

イ
ソ

。

サ
ル

ポ

ト
ニ

、

凡
二

入
、

聖
二

入
ル

、

国
常
立

ト
云
コ

ソ
、

心

　

　
仏
及

衆
生
ト
、

心
ヲ

上
二

置
ク

神
ソ

。

曩
祖
兼
直
ト
云
ハ
、

仏
教
ハ

、

敗
ル

マ

イ

ソ
。

神
道
ハ
、

仏
教
ソ

。

如
来
秘
蜜

、

神
通
之

　

　
力
ソ

。

仏

教
ハ

、

心

ヲ

取
テ

教
ヲ

ト
ラ

ヌ
。

儒
教
ハ

、

道
ヲ

取
テ
、

心
ヲ

ト
ラ
ヌ

ソ
。

仏
教
ト

テ
、

ヘ

タ

ツ

ル

ハ

、

神
道
ハ

セ

ハ

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　（
59）

　

　
イ
ト

云
ソ

。

然
ハ

、

仏
ヲ

本
卜
立
モ

不
レ

防
ソ

。

　

即
ち

、

仏
を

本
地
と

し

神
を

垂
迹
と

す
る

の

は

誤
り
で

あ
る

。

我
ら

の

住
ん

で

い

る

世
界
も
そ
こ

に

住
む

生
き

と

し

生
け
る

も
の

全

て

が

我
が

国
よ

り

始
ま
っ

た

の

で

あ
る

。

『

華

厳

経
』

に

「

心
と

仏
と

衆
生

と
、

是
三

差
別

無
し

」

と
い

う
が
、

そ

の

心
と

は

国

常
立

尊
の

こ

と

で

あ
る

。

さ

れ

ば

心
11
神
は

、

仏
の

上
に

置
か

れ

る
。

さ

り

な

が

ら
、

神
も

儒
も

仏
も

そ

の

道
は
一

つ

で

あ
り

、

全
て

は

天

神
七

代
な
の

だ

か

ら
、

仏
を

以
て

本
地
と

す
る

も
、

神
を
以

て

本
地
と

す

る

も

結
局
は

同
じ

事
で

あ
る
、

と
。

そ

し

て
、

あ
ら

ゆ

る

仏

菩
薩

・

神
々

始
め

と

す
る

万
象
が

心
11

神
の

所
産
で

あ
る
こ

と

に

つ

い

て
、

慈
（

観
音
）

・

悲
（

勢
至
）

・

智

（

文

珠
）

・

理

（

普
賢
）

・

正

受
（

三

昧）
・

弥
陀
・

弥
勒
・

往
生

、

全
て
一

心
の

異

名
な

る

故
、

神
道
と

同
じ

で

あ

る

（

心
冂

神
で

あ
る

か

ら
）

。

そ

し

て
、

五

臓
・

五

大
・

五

方
・

五

智
等
々

全
て

が

神
に

収
斂
す
る

と

説
く

。

　

本
地
と

し

て

の

神
11
心

に

対
し

て
、

垂
迹
と

し

て

仏
菩

薩
以
下
全
て

の

事
象
が

配

当
さ

れ
る

と
い

う
の

が

兼
倶
の

本
地
垂
迹

説
な

の

で

あ
る

。

193 （4D3）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

お
わ
り

に

　

本
稿
で

は
、

古
代
に

生
ま

れ

た

神
仏
習
合
の

思
想
が

、

中
世
に

お

い

て

ど

の

よ

う
に

変
容
し

た

の

か

を

見
て

き

た
。

本
地
垂

迹
説
は

中
世
に

至
っ

て
、

神
が

我
々

に

内
在
す
る

と

い

う
、

新
た

な
る

観
念
を
生
み

出
し

た
。

心
（

人
）

・

神
］

体
観
と

も

い

う
べ

き

こ

の

神

観
念
は
、

中

世
神
道
の

教

説
の

中
核
と

な
っ

た
。

し
か

も

そ

れ

は

父
母
の

交
合
に

よ
っ

て

我
ら

が

生
み

出
さ

れ
る

と
い

う
過
程
と

重
ね

合
わ

せ

ら
れ

る
。

こ

の

こ

と

は
、

自
ら
が

罪

業
の

所
産
で

あ
る
こ

と

を
意

味
し

、

神
と

は
、

仏
が

我
ら

を

済
度
す
べ

く
、

そ
の

似
姿
と

し

て

現

世
に

顕

現
し

た

存

在
で

あ
る
こ

と

と

考
え
ら
れ

た

の

だ
。

神
が

蛇

身
で

あ
る
こ

と

の

意
義
は
こ

こ

に

こ

そ

見
い

だ

さ
れ
る

。

つ

ま

り
、

内
在
す

る

神
と

い

う
観
念
は

、

罪
業
と

救
済
を

め

ぐ
る

中
世
の

宗

教
的
思
惟
の

所
産
で

あ
っ

た
。

　

中
世

神
道
の

諸
要
素
を

吸
収
し

て

再
編
し

、

近

世
以

降
の

神
道
の

新
た

な

展
開
の

基
を

作
っ

た

吉
田

兼
倶
に

よ

っ

て

も
心

・

神
一

体

観
は

受
け

継
が

れ
た

。

と
こ

ろ

が
、

彼
に

お

い

て

は
、

神
の

遍

在
性
を

説
く
た

め
の

も
の

と

な

り

果
て

て

し

ま

う
。

こ

こ

に

は
、

従

来

の

心
・

神
一

体
観
が

含
み

持
っ

て

い

た

よ

う
な
人

間
の

内
な
る

「

悪
」

へ

の

眼

差
し
は

消
え

、

楽
天

的
・

肯

定
的
な

観
念
へ

と

変
貌
し

て

し

ま

う
の

で

あ
る

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
60）

　
こ

れ

は

兼
倶
の

資
質
に

よ

る

と

い

う
よ

り
、

反
本
地

垂
迹

説
に

反
転
し

て

い

く

南
北
朝
以

降
の

思

想
状
況
と

連

動
し

て

い

る
。

自
尊

と

卑
下
が

交

錯
す
る

よ

う
な

中
世
前
期
ま

で

の

神
国
観
念
が

、

中
世
後
期
以
降
自
己

肯
定
一

辺
倒
に

な
っ

て

し

ま
っ

た

の

も
こ

れ

と

軌

を
一

に

し
て

お

り
、

ま

た
、

本

稿
で

も

見
た

よ

う
に
、

本
地
垂

迹

説
を

三

国
的
世
界
観
の

な

か

で

空

間
的
に

と

ら

え
た
一

連
の

言
説

が
、

印

度
中
心

か

ら

次

第
に

日

本
中
心
に

再

編
さ

れ

て

い

っ

た

の

も
同

様
で

あ
ろ
う

。

　

神
を

め

ぐ

る

言
説
は

、

中
世
か

ら

近
世
へ

の

仏
教
か

ら

離
脱
す
る

過

程
で
、

特
に

人
間
観
に

お

い

て

複
眼
的

視
点
が

失
わ

れ
、

素

朴
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な
生

命
主
義
へ

向
っ

て

い

く
。

そ

し
て

、

仏

教
を

介
在
さ

せ

る
こ

と

に

よ
っ

て

間
接
化

・

相
対
化
さ

れ

て

い

た
、

と

の

結
び
つ

き

が
、

よ

り
直

接
的

・

絶
対
的
な
も

の

に

な
っ

て
い

く
の

で

あ
る

。

神
道
と

王

権
や

国
家

注
（

1）
　
辻
善
之
助

「

本
地
垂
迹

説
の

起
源
に

つ

い

て
」

（
『

史
学
雑

誌
」

第
一

八
巻、

一

九
〇
六

年）

↓

『

日

本
仏
教
史
研
究
』

第
一

巻、

岩
波

書
店

、

一

九

　
　
八

三

年。

（

2
）
　
田

村
圓
澄

「

神
仏
関
係
の
一

考
察
」

〔

『

史
林
』

三

七

−
二
、

一

九
五

四

年）
。

（

3）
　

津
田
左
右

吉
『

日
本
の

神
道
」

岩
波
書
店、
　一

九
四

九
年
↓

同
全
集
・

第
九
巻

。

（

4
）

吉
田
一

彦
「

多
度
神
宮

寺
と

神
仏
習
合
」

（
梅
村
喬

編
「

伊
勢
湾
と

古
代
の

東
海
』

名
著
出
版、

一

九
九
六

年）
、

同
「

日

本
に

お

け
る

神
仏

習
合
思

　
　
想
の

受
容
と

展
開

−
神
仏
習
合
外
来
説
〈

序
説
〉

」

（
『

仏
教
史
学
研
究
』

四

七
−

二
、

二

〇

〇
五

年
）

、

同
「

垂
迹
説
の

受
容
と

展
開
ー
ー

本
地
垂

迹

　
　
説
の

成
立
過
程
」

（

速

水
侑
編
『

日
本
に

お

け
る

仏
と

神
」

吉
川
弘
文

館、

二

〇
〇
六

年）
。

（

5）
　
神
仏
習
合
の

研
究
史
に

つ

い

て

は
、

山
折
哲
雄
「

古
代
日

本
に

神
と

仏
の

関
係
」

（
『

東
北
大
学
文
学

部
研
究

紀
要』

二

九
、

一

九
八

〇

年）
、

林
淳

　
　
「

神
仏
習
合
研
究
史
ノ

ー

ト

ー
発
生

論
の

素
描
」

（
『

神
道

宗
教
』

一
一

七、

一

九
八
四

年）
、

曽
根
正

人
「

研
究
史
の

回
顧
と

展
望
」

〔
曽
根
編
『

論

　
　
集
奈

良
仏
教

　
第
四
巻

　
神
々

と

奈
良
仏
教
』

雄
山
閣、

一

九
九
五

年）
、

繁
田

信
一

「

神
仏
関
係
論
ノ

ー
ト

　
　
平

安
貴
族
に

お

け

る

神
仏
関
係
を

　
　
ど

う
論
じ
る

か
」

（
『

文
化
」

五

九
−

一

・

二
、

一

九
九
五

年
）

、

拙
稿
「

神
仏
習

合
の

研
究

史
」

（

『

国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
』

六
三

1
三
、

］

九
九

八
年）

　
　
参
照
の

こ

と
。

（
6）
　
中
村
生

雄
「

肉
食
と
蛇

身
Il

中
世
神

祗
世
界
の

相
貌
」

（

『

日

本
の

神
と
王

権
』

法

藏
館、

一

九
九
四

年
）

。

（

7）
　
本
論
文
に

関
わ

る
先

行
研
究
と
し
て
、

島
地
大
等
「

日
本
古
天

台
研
究
の

必
要
を
論
ず
」

（
『

思
想
』

六、

一

九
二

六

年
↓

『

教
理
と
史

論
』

」

九
三

　
　
一

年
）

、

西
田
長

男
「

本
地
垂
迹

説
の

成
立
に

就
て
」

（
『

歴
史
地
理
』

六

九
1

六、

一

九
三

六

年
↓

「

日
本
神
道

史
研
究』

五
、

一

九
八

〇
年）
、

鏡
島

　
　
寛
之

「

中
世
に

於
け
る

神
仏
関
係
の

動
向

　
　
反
本
地
垂
迹

説
を

中
心
と

し
て
」

（

『

駒
沢
大
学
仏
教
学
会

年
報
』

七

−
一
、

】

九
三
六

年）
、

黒
田

俊

　
　
雄
「

中
世
宗
教
史
に

お

け

る

神
道
の

位
置
」

（
『

日
本
古
代

・

中
世
の

仏
教
と

思
想』

｝

九
七
九
年

↓
『

日
本
中
世
の

社
会
と

宗
教
』

】

九

九
〇
年）

が

　
　
あ
る

。

ま

た

関
連
す
る

拙
稿
は、

注
（
5V

前
掲
論
文、

「

伊
勢
灌

頂
の

世
界
」

（

『

季
刊
文
学
』

八

−
四、

一

九
九
七

年）
、

「

本
地
垂

迹
説
の

中

世
的
展

　
　
開
に

つ

い

て
」

（

『

仏
教

史
学
研
究
』

四
七

−
二

、

二

〇

〇
五

年
）

で

あ
る

。
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（

8
）

　
日

本
思

想
大
系
『

鎌
倉
旧
仏
教
』

、

三

五

⊥
二

六

頁。

（
9

）

　
貞
慶
の

神
祗
信
仰
に

関
す
る

研
究
と

し
て

は
、

久

保
田

収
「

貞
慶
の

信
仰
」

（
『

神
道
史
の

研
究
』

皇
学

館
大
学
出
版
部、

】

九
七

三

年）
、

竹
居
明

　

男
「

解
脱
上
人
貞
慶
と

春
日

信
仰
」

（
『

季
刊
日
本
思
想

史
』

一

五
、

一

九
八

〇

年
）

、

上

妻
又

四

郎
「

貞
慶
の

神
祗
信
仰

−
釈
迦

信
仰
の

展

開
を

中

　

心
に

」

（

『

寺
小

屋
語
学
文

化
研
究
所
論

叢
』

二
、

一

九
八

三

年
）

、

藤
本
文

雄
「

解
脱
上

人
と

春
日

信
仰
」

（
『

天

台
学
報
』

二

七
、

一

九
八

五

年）
、

細

　

川
涼
一

「

第
六

天
魔
王

と

解
脱
房

貞
慶

−
謡
曲
「

第
六
天
」

と

伊
勢
参
宮
説
話
」

（

『

金

沢
文
庫
研
究
』

二

八

三
、

一

九

九
一

年）

等
が
あ
る

。

（
10
）

　
『

笠

置
寺
縁
起
』

（
大
日

本
仏
教
全
書
『

寺
誌
叢
書
　
第
二
』

、

九
〇
頁）

。

（
11
）

　
『

東
大
寺
衆
徒
参
詣

伊
勢
大
神
宮
記
』

（
真
福
寺
善
本
叢
刊
『

古
文
書

集

＝
、

三

五

七

頁）
。

（
12
）

　
貞
慶
の

草
し

た

『

春
日

御
本
地

尺
』

（

金
沢
文

庫
保
管
）

に

コ

宮
ハ

一

代
教
主

釈
迦
牟
尼

如
来
也
」

（

高
橋
秀
栄
「

笠

置
上

人
貞
慶
に

関
す
る

新
出

　

資
料
四

種
」

『

金
沢
文

庫
研
究
』

二

八

六
、

一

九

九
一

年
）

と
あ
る

。

貞
慶
の

釈
迦
崇

拝
と
そ

の

神
祗

信
仰
と

関
係
に

つ

い

て

は、

注
（
9）
上

妻
前
掲

　

論
文
に

詳
し

い
。

（
13
）

　
葉

貫
磨
哉
「

洞
門
禅
僧
と

神
人

化
度
の

説
話
」

（
『

駒
沢

史
学
』

一

〇、

一

九
六
二

年
↓

『

中
世
禅
林
成
立
史
の

研

究
』

吉
川

弘
文

館
、

一

九
九
三

　

年
）

、

広
瀬
良
弘

「

曹
洞
禅
僧
に

お

け

る
神
人

化
度
・

悪
霊
鎮
圧
」

（

『

印
度

学
仏
教
学
研
究
』

三
一

−
二
、

一

九
八

三

年
↓

『

禅
宗

地
方

展
開
史
の

研

　

究
』

吉
川

弘
文

館、

一

九
八

八

年
〉

。

（
14
）

　

存
覚
の

神
祗
観
及
び

『

諸
神
本
懐
集
』

に

つ

い

て

の

研
究
と

し

て

は、

浅
井
了
宗
「

浄
土

教
に

お

け
る

神
仏
交
渉
発
達

論
ll
−
広
疑
瑞
決

集
と

諸
神

　

本
懐
集
に

就
い

て
」

（
『

宗

学
院
論
輯
』

三

六、

一

九
四
二

年）
、

今
堀
太
逸
「

中
世
の

神
祗
思

想
と

専
修
念
仏

　
　
『

神
本
地
之

事
』

「

諸

神
本
懐
集』

　
　
の

成
立
を

中
心
と

し

て
」

（
『

仏
教
史
学
研
究
』

一

＝

ー
二

、

一

九

七
八

年
）

、

同
『

神
祗
信
仰
の

展

開
と

仏
教
』

（
吉
川

弘
文

館、

一

九
九

〇
年）

、

北

　

西
弘
「

諸
神
本
懐
集
の

成
立
」

（
『

真
宗
史
の

研
究』

永
田

文
晶
堂、

一

九
六

六
年）
、

杉
柴
明

「

存
覚
上

人
の

神
祗
観
」

（
『

仏

教
大
学
論
叢
』

二

四

二
、

　
　一

九
二

二

年
）

、

中
根
和
浩
「

初
期
真
宗
と

神
の

問
題

　
　
『

諸
神
本
懐
集
』

を

通
じ

て
」

（
『

日

本
に

お

け

る

国
家
と

宗
教
』

大
蔵
出
版、

一

九
七

八

　

年）

等
参

照
。

（
15
）

　
日

本
思

想
大
系
『

中
世

神
道
論
』

一

八
三、

一

九
〇

頁
。

〔
16
）

　
『

広

疑
瑞
决
集』

に

つ

い

て

は
、

松
井
輝
昭
「

鎌
倉
時
代
に

お

け

る

仏
教
受
容
の

問
題

点
　
　
信
瑞
著
『

広
疑

瑞
決
集』

の

史
的
位
置
を
め

ぐ
っ

て
」

　
　
（

『

史

学
研
究
』

】

六
七

、

一

九
八
五

年
）

、

祢
津
宗
伸
「

歴
史
資
料
と

し
て

の

『

広
疑
瑞
決
集
』

1
敬
西
房
信
瑞、

上

原
馬
允
敦
広
の

背
景
と

諏
訪

　

信
仰
」

（
『

信
濃
』

五

四

−
五
、

二

〇
〇
二

年）

等
参
照

。

（
17
）

　
『

東

方
仏
教
全
書
』

第
二

輯
（
一
）

法
語
部
上

、

六
八

頁
。

（
18
）

　

同、

六

九
頁

。
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（

19）
　
新

潮
日

本
古
典
集
成
本、

三

八
一

頁
。

こ

の

跋
文
の

意
義
に

つ

い

て

の

詳
細
は

、

狩
野

＝
二

「

『

発
心

集
』

跋
文
考
」

（
『

古
代
中
世
文

学
論
考
』

第

　
　

九
集、

新
典
社

、

二

〇
〇
三

年）

参
照

。

（

20）
　
岩

波
日

本
古
典
文
学
大
系

本
、

六

四

頁
。

鎌
倉
期
前
期
の

神
国
思

想
が、

自
国
に

対
す
る

否
定
的
意
識
と

不

可

分
だ
っ

た

こ

と

は、

佐
藤
弘

夫

　
　
『

神
・

仏
・

王

権
の

中
世
』

（
法

藏
館、

一

九
九
八

年）

が

的
確
に

指

摘
し

て

い

る
（
同
書

、

三

二

六
ー

二

八

頁）
。

（

21）
　
注
（

15
）

前
掲
書、

二

〇
六

頁
。

（

22）
　
神

道
大
系
『

神
道
集
』

所
収
校
訂

本
文

（

八
−

九
頁）

を

書
き

下
し

た
。

（

23）
　
岩

波
新
日

本
古
典
文
学

大
系
本

、

四
五
三

頁
。

（

24）
　
注
（

6）
、

中
村
前
掲
論
文

。

（

25）
　
『

大
正
新
修
大
蔵
経
』

七

六、

五
一

七
頁
c

。

（
26）
　
神

道
大
系
『

中
臣
祓
註

釈
』

、

一

四

頁
。

（
27）
　
本

覚
思

想
の

中
世
神
道
へ

の

影
響
に

関
し
て

は
、

田

村
芳
朗
『
天
台
本
覚
論
』

（
春

秋
社

、

一

九
九
〇

年
）

、

三

崎
義
泉
『

止

観
的
美
意
識
の

展
開
』

　
　
（
ぺ

り

か

ん

社
、

一

九
九

九
年
）

参
照

。

（
28）
　
『

度
会
神

道
大
成
』

前
篇、

四
五

、

七
七

頁
。

（
29）
　
『

度
会
神

道
大
成
』

前
篇、

五

〇
六

頁
。

（
30）
　
法

性
神
観
念
に

つ

い

て

は
、

鏡

島
寛
之

「

中
世
に

於

け
る

仏
教
理

念
の

神
道
的
展

開
」

（

「

駒

沢
大
学
仏
教
学
会

学
報』

八、

一

九
三

八

年）
、

同

　
　
「

神
仏
関
係
に

お

け
る

法

性
神
の

問
題
」

（
『

宗
教
研

究
』

三

−
三
、

一

九
四

〇
年
）

参
照

。

（
31）
　

神
道
大
系
『

天
台
神
道
』

、

二

二

〇
頁

。

（
32）
　

拙
稿
「

雑
書
の

世
界
」

（
『

国
文
学

解
釈
と

教
材
の

研
究
』

四
六

1
］

○、

二

〇
〇
一

年）
、

同
「

中
世
神
道
と

文
学
　
　
「

ち

は

や
ぶ

る
」

を
め

ぐ

　
　
っ

て
」

〔
『

岩
波

講
座
文
学
8
　
超
越
性
の

文
学
』

岩

波
書
店、

二

〇
〇
三

年）
。

（
33）
　

拙
稿
「

三

宝

院
流
の

偽
書
　
　
特
に

『

石

室』

を

巡
っ

て
」

（
『

「

偽
書
」

の

生
成
』

森
話
社、

二

〇

〇
三

年
）

、

同
「

『

石
室
』

に

つ

い

て

の

メ

モ
」

　
　
（

科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
『

日

本
古
典
文

学
に

お

け
る

偽
書
の

系

譜
の

研
究
』

二

〇
〇
三

年
）

。

（
34
＞

　
正

式
に

は

「

父
母
天

性
三

世
相
続
十
界
輪
円
照
無

始
無
終
生

死
本
源

経
」

と

い

う
。

真
福
寺、

西
教
寺
（
正

教
蔵）

、

猿
投
神
社
に

伝
本
が

あ
る

。

（
35
）

　
真
福
寺
善
本
叢
刊
7

『

中
世
日

本
紀
集
』

、

四

五
】

1
五
二

頁
。

こ

の

所
説
は

『

伊
勢
物
語
髄

脳
』

の

内
容
を

踏
ま

え
た

も
の

で

あ
る

。

こ

れ
に

つ

　
　
い

て

は
、

注
（

32）
前
掲
拙
稿
及
び、

同
「

「

伊
勢
二

字
を
巡
っ

て
」

（

『
神
仏
習
合
思
想
の

展
開
』

汲
古

書
院

、

一

九

九
六

年）

参
照
の

こ

と
。

（
36
）

神
宮
古
典
籍
影
印

叢
刊
2

『

古
事
記
・

日
本

書
紀
（
下）
』 、

三

二

八

i
九
頁

。
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（
37
）

　
伊
勢
灌
頂
の

詳
細
に

つ

い

て

は
、

拙

稿
「

伊
勢
灌
頂
の

世
界
」

（
前
掲）
、

同
「

田

夫
愛

染
法
を
め

ぐ
っ

て
」

（
福
井
文
雅
博
士

古
稀

・

退

職
記

念
論

　
　

集
『

ア
ジ

ア

文
化
の

思
想
と

儀
礼
」

春

秋
社

、

二

〇
〇
五

年）

参
照。

（
38
）

　
三

国
的
世

界
観
に

つ

い

て

は、

市
川
浩

史
『

日
本
中
世
の

光
と

影
　
　
「

内
な

る

三

国
」

の

思
想
』

（

ぺ

り
か

ん

社、

一

九
九
九

年）
、

小

原
仁
「

摂

　
　

関
・

院
政
期
に

お

け

る

本
朝
意

識
の

構
造
」

（
『

日
本
古
代
中
世
史
論
考
」

吉
川

弘
文
館、

一

九
八

七

年
）

、

前
田

雅
之

「

今
昔
物
語
集
本
朝
仏
法

伝
来

　
　

史
の

歴
史
叙
述
　
　
三

国
意

識
と

自
国
意
識
」

（
『

国
文
学

研
究
』

八

二
、

一

九
八
四
年）

等
参
照

。

（

39
）
　
粟
散
辺
土

的
世
界
観
に

つ

い

て

は
、

石
田
一

良
「

愚
管

抄
の

成
立
と

そ
の

思

想
」

（
『

東
北
大
学
文

学
部
研

究
年
報
』

一

七、

一

九
六
六

年）
、

佐
々

　
　

木
令
信

コ
ニ

国
仏
教
史
観
と

粟
散
辺
土
」

（
大

系
仏

教
と

日
本
人
2

『

国
家
と

天

皇
』

春
秋
社、

一

九
八
七
年）

、

高
木
豊
「

鎌
倉
仏
教
に

お

け
る

国
土

　
　

意
識
」

（
同
『

鎌
倉

仏
教
史
研

究
』

岩
波
書
店、

一

九
八

二

年）
、

成
沢

光
「

〈

辺
土

小
国
〉

の

日

本
　
　
中
世
的

世
界
像
の
】

側
面
に

つ

い

て
」

（
『

政

　
　

治
の

言
葉
ll

意
味
の

歴
史
を
め

ぐ
っ

て
』

平
凡
社、

一

九
八

四
年）

等
参
照

。

（
40
）

　
詳
し

く
は、

拙
稿
「

大
日

本
国
説
に

つ

い

て
」

（
『

日
本
文

学
』

五

〇
1

七、

二

〇
〇
一

年
）

参
照

。

（
41
）

　
『

大
正

新
修
大
蔵

経
』

七
七
、

四一

二

頁
blc

。

（
42
）

　
拙
稿
「

天
照

大
神
11
大
円

如
来
習
合
説
を
め

ぐ
っ

て
（
上
）
」

〔
『

茨
城
大

学
人

文
学
部
紀
要
・

人
文

学
科
論
集
』

三

九、

二

〇
〇
三

年）
。

（
43
）

　
『

続
群

書
類
従
』

三

二

上
、

二

〇
三

頁。

（

44
）

　
『

大

社
町
史」

上

巻
、

四
三

二

頁
。

こ

の

由

緒
に

つ

い

て

の

詳
細
は、

井
上

寛
司
「

中
世
の

出
雲

神
話
と

中
世
日

本

紀
」

（
「

古
代
中
世
の

社
会
と

国

　
　

家』

清
文
堂、

一

九
九
八

年）

参
照

。

（
45
）

　
日
本
思
想

大
系
『

寺
社
縁
起
」

、

九
Q
頁

。

（
46
）

　
神
道
大
系

『

真
言
神
道
』

、

五
一

八
頁

。

（
47
）

　
『

金
沢

文
庫
資
料
全

書
』

第
六
巻、

五

五

頁
。

但
し

、

神
名
は

漢
字
に

訂
し
た

。

（
48
）

　
真
福
寺
善

本
叢
刊
『

両
部
神
道
』 、

四

九
五

頁
。

（
49
）

　
片
桐
洋
一

「

伊
勢
物
語
の

研
究
〔

資
料
篇
〕

』

明

治
書
院、

一

九
六

九
年、

九
七

頁
。

（
50
）

　
こ

れ
ら
の

詳
細
に

つ

い

て

は、

注
（
40）
拙
稿
及
び

同
「

梵
・

漢
・

和
語

同
】

観
の

成
立

基

盤
」

（

院
政
期
文
化
研
究
会
編
『

院

政
期
文
化
論
集
1

　
　

権
力
と

文
化
』

森
話
社、

二

〇
〇
一

年
）

参
照。

（
51
）

　
神
道
大
系

『

天
台
神

道
（
上）
』

、

六
九
頁

。

（
52
）

　
続
神
道
大

系
『

習
合

神
道
』

、

三
三

〇

⊥
二

一

頁
。

（
53
）

　
神
道
大
系

『

ト
部
神
道
（
上）
」

、

七
四
頁

。
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（

54）
　
根
本
枝
葉
花
実
説
に

つ

い

て

は
、

鏡
島
寛
之

「

根
葉
花
実

論
と

聖

徳
太

子

信
仰
　
　
中
世
神
仏
関
係
の
一

素
描
」

（

『

文

科
」

一

−
七

、

一

九
三

六

　

年）
、

西
田

長
男
「

日

本
精
神
史
上
に

於
け
る

本
地
垂

迹

説
」

（
『

歴
史
教
育
』

＝
ニ

ー
一

〇
・
】

二
、

一

九
三

九
年
↓

「

三

教
枝
葉

花
実
説
の

成
立
」

　

　
『

神
道
史
の

研
究
　
第
二
』

一

九
五
七

年
↓

『

日

本
神
道
史
研
究
』

五、

一

九
八

〇
年）

に

詳
し

い
。

（

55）
　
神
道
大
系
「

ト
部
神
道
（

上
ご
、

二

六
頁

。

（

56
）

　
國

學
院
大
學
蔵
『

三

元

神
道
三

妙
加
持
経
略
注
』

（
正

保
二

年
写
）

一

丁
オ

。

本
経
に

つ

い

て

の

詳
細
は

、

出
村

勝
明

『

吉
田
神
道
の

基

礎
的
研
究
』

　

臨
川

書
店

、

一

九

九
七

年、

第
一

章

第
二

節
（
七
六

−
九
三

頁）

参
照

。

（

57）
　
本
書
に

つ

い

て

は
、

鳥
居
清
「

諸
神
根
源
抄
・

諸
神
記
・

諸

社
根
元

記
に

就
い

て
」

（

『

ビ

プ
リ

ア
』

三

〇
・

三
】
、

一

九
六
五

年）

参
照

。

（

58
）
　
『

神
祗
全
書
』

一
、

四
二

頁
。

（
59）
　
こ

こ

で

は
、

文

明
一

二

年
（
一

四

八

〇
）

の

日

本
紀
講
義
録
で

あ
る

『

神
書
聞
塵
』

を

用
い

た

（

神
道
大

系
『

日

本
書
紀
註
釈
（

下）
』

、

＝
二

七

　

頁）
。

（

60
）

　
反

本
地
垂
迹
説
に

つ

い

て

は
、

注
（

7）
西

田
・

鏡
島
前
掲
論
文
の

ほ

か
、

西
田

直
二

郎
「

神
道
に

お

け
る

反
本
地

垂
迹

思

想
」

（

『

芸

文
』

九
ー
一

　

　一
、

一

九
一

八

年
↓

『

日

本
文
化
史
論
考
』

一

九
六
三

年）

参
照

。
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